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平成２８年勝浦町マラソン議会（みかん会議）会議録第３日目 

 

１ 招集年月日 平成28年11月22日 

１ 招 集 場 所      勝浦町議会議場 

１ 開閉日時及び宣告 

   開 議 11月22日 午前９時30分   議 長  国 清 一 治 

   散 会 11月22日 午後４時40分   議 長  国 清 一 治 

１ 出席及び欠席議員 

  ○出席議員（10名）        

       １番  仙 才   守       ２番  松 下 一 一 

       ３番  美 馬 友 子       ４番  麻 植 秀 樹 

       ５番  松 田 貴 志       ６番  篰   公 一 

       ７番  国 清 一 治       ８番  森 本   守 

       ９番  井 出 美智子       10番  大 西 一 司 

  ○欠席議員（０名） 

１ 地方自治法第121条第１項により説明のために出席した者の職及び氏名 

   町    長  中 田 丑五郎     副  町  長  藪 下 武 史 

   教  育  長  椎 野 和 幸             野 上 武 典 

   税 務 課 長  笹 山 芳 宏     福 祉 課 長  大 西 博 己 

   産業交流課長  海 川 好 史     住 民 課 長  篰   和 夫 

   建 設 課 長  柳 澤 裕 之     教育委員会事務局長  河 野 稔 彦 

           山 田   徹             岡 本 重 男 

１ 職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  久 木 喜 仁 

１ 議事日程（第３号）        

        開議宣言 

   日程第１ 諸般の報告 

   日程第２ 町政に対する一般質問 

１ 本日の会議に付した事件 

勝 浦 病 院 
事 務 局 長 

参  事  兼 
企画総務課長 

会計管理者 
出 納 室 長 
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   日程第１から日程第２まで（第３号） 

１ 会議の経過 

   別紙のとおり 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 
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            午前９時30分 開議 

○議長（国清一治君） 開会前に２番議員の答弁で一部訂正したいということで，野

上参事から発言がありますので，開会前に。 

○参事兼企画総務課長（野上武典君） 失礼します。 

 昨日，２番議員からの豪雨台風等被害後の対応についてということで，建物，集会

所の保険のことにつきまして，昨日は総合事務組合損害賠償保険と申し上げました

が，全国自治協会建物災害保険の誤りでしたので，訂正させていただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

○議長（国清一治君） それでは，ただいまから平成28年勝浦町マラソン議会みかん

会議を開きます。 

 本日の議事日程は，お手元へ配付のとおりでございます。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（国清一治君） 日程第１，諸般の報告を議題といたします。 

 法第121条第１項の規定により，説明者として出席を求めたのは，中田町長，藪下

副町長，椎野教育長，野上参事ほか関係課長でございます。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（国清一治君） 日程第２，町政に対する一般質問を行います。通告表の順序

に従って発言を許可いたします。 

 ６番議員篰公一君の一般質問を許可いたします。 

 篰公一君。 

○６番（篰 公一君） おはようございます。 

 本日は，忙しい中にもかかわりませず，傍聴に来ていただきありがとうございま

す。 

 議長より発言の許可をいただきましたので，６番議員の一般質問をさせていただき

ます。 

 けさ６時ごろに福島県沖で強い地震があり，東日本沿岸部に津波警報や注意報が発

令されています。どうか被害が出ないことを祈るばかりです。 

 それでは，通告書に沿って質問を進めます。 
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 27年度から始まった，かつうら創生事業の中で，人の流れをつくる移住・交流促進

事業は，大きな４つの柱のうちの一つになっています。交流人口２割増を目標に，活

性化協会が設立され，６月会議で用地取得費などに2,315万円，７月会議で運営費

673万円が可決されました。観光交流に加え，情報発信や移住促進を図るため８月か

ら業務を開始するとのことでありましたが，今のところ具体的な活動はおくれている

ような気がします。 

 そこで，活性化協会の運営について質問しますが，活性化協会は町長が会長を務め

ていますので，今後リーダーシップを発揮し，事業を推進していく立場上，町長に答

弁を求めます。 

 まず，事務局に常勤２名，非常勤１名を配置し，坂本家を仮事務所とするとなって

いましたが，当初予定より諸般の事情でおくれたのは私も承知していますが，現在そ

の体制は整ったのか，そして現在の業務場所と活動内容はどうなっているのか，簡潔

にお答えください。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） おはようございます。 

 きょうは，篰議員さん同様，私も生まれ育った横瀬の方々おいでていただいており

ますので少し緊張しておりますので，しっかりと答弁していきたいと思っておりま

す。 

 議員からもご紹介ございましたように，けさほど６時前に福島沖で地震があって津

波というようなことで，非常にニュースがそれに一色でございます。私からは，ネッ

トワークを組んでおります千葉県勝浦市での状況をご報告をさせていただきたいと思

っております。 

 電話で照会をいたしましたところ，テレビでは30センチの津波高というようなこと

でございましたけども，避難指示も出していないし，被害もないというような報告を

受けております。今後とも，情報収集に努めていきたいということを考えております

ので，どうかよろしくお願いを申し上げます。 

 それでは，６月に観光協会を解散をいたしまして，発展的な解散と，そしてまた活

性化協会を設立をしまして，昨年10月に地方創生総合戦略の会議でも多くの町民の皆

様方から，特に情報発信が非常にへたなっていいますか，まずいというようなことも
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言われておりますし，今のときに人口減少からいいましても，移住・交流，そしてま

た観光面でもイベントを一生懸命やっていただいておりますので，一元化して情報発

信をできるところがないかというようなことで活性化協会を立ち上げたところでござ

います。私にとりましては，平成26年６月からですか，観光協会の会長として就任を

させていただいております。前任者は前田道夫さんがされておりまして，その後を受

けて，ちょうど２年になります。そんなときに，活性化協会という名称変更したとこ

ろでございます。少し前段長くなりましたけど，そういうことがございました。 

 議員からは事務局体制というようなことで２名，まず８月に２名，常勤１名と非常

勤１名を採用させていただきまして，10月からは常勤の雇用というようなことでござ

います。諸般の事情がございまして，それもありますし，準備上の問題もありまし

て，いろいろ多くの方々にご意見をいただくなど，意見交換をしながらやっていると

ころもございます。そんなことで，事務局も坂本家に仮の住まいといいますか，活性

化センターができるまでの間は，そこを常駐とさせていただきたいというようなこと

でございます。 

 それから，特に先ほど申し上げましたように，大きな目玉といたしましては，やは

り移住交流，そして観光交流が大きな事業の柱でございます。ＳＮＳといいますか，

そんなことで情報発信することも非常に大事な要素になろうかと思っておりますの

で，特にその３つが大きな事業の柱になるものと思っております。 

 事業につきましては，直近のもので11月の最初に，坂本家のアーティスト宣材事

業，また11月20日はみかん狩りの体験ツアー，また12月には門松づくりなどを予定を

いたしておりまして，それ以外にも坂本家の入退去の管理などやっているところでも

ございます。体調不良者がおりますので，そうしたサポートするところでございます

ので，本来の事業が十分まだスタートできてないところが，正直なところでもござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） ちょっと議長にお願いなんですが，この後何件が町長に対す

る答弁を求めることがあるんですが，スムーズな運営上，自席で答弁，もし町長して

もらえるんだったら，そのほうが速いと思うんですが，どうですか，一回一回登壇さ
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れるよりも。 

○町長（中田丑五郎君） 私は，結構です。 

○議長（国清一治君） そのようにお願いします。 

○６番（篰 公一君） ありがとうございます。 

 今，町長のほうから，勤務場所は一応坂本家になっているということと，活動内容

はアーティストの関係とか，みかん狩り体験，また12月には門松づくりとかを予定し

ているということですが，町長，私が一番ここで問題で，町長に認識しておいてもら

いたいのは，今現在言われたように，３人の方が一応勤めるようになっているんです

が，あとその３人の方がそろってどうやっていくかというような打ち合わせもしてい

く，集まったことが，10月末までにはまだ持たれていないと，この担当の方から聞き

ました，今言われた体調のこともありますけれども。ただ，組織としては発足してい

るわけですから，一番大事な事務局が一度も打ち合わせができていないと。また，そ

ういう場所も，今町長，坂本家と言われましたが，坂本家でそろってするほどの場所

も今ちょっとないんですね，３人が。そこらあたりを町長として認識されているのか

どうかについて，ちょっと答弁をお願いします。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 答弁をいたします。 

 その点につきましても，議員ご指摘のとおりでございまして，十分な打ち合わせ，

従来の仕事の経験もございますので，名前を上げますと，大友さんが指示のもとで事

業をやっているというようなところでございます。産業交流課の担当者も交えて，

日々打ち合わせ，10月に採用した者にとりましては役場にも寄って打ち合わせをして

出かけているというような状況もございますので，そこら辺のまとまってはなかなか

やれることも少ないんだろうと思っておりますけども，業務そのものについては執行

しているというふうな状況でございます。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） 坂本家が手狭ということは，私も聞いてます。無理にそこで

３人集まってする必要は逆にないわけで，ただそういう機会とかは，場所はどこでも

できるわけですから，やはり事務局員が同じような方向を向いて，こういうことを計

画しようとか，打ち合わせをしていくということは，一番大事なことでないかなと思
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いますので，そこらあたりひとつ，当面は産業交流課が段取りするということです

が，そこらと一緒に相談しながら進めていってもらいたいなと思いますし，できる部

分はしっかりと進めてもらいたいと思います。 

 それと，設立総会や意見交換会に参加した人から，新しい組織となったわけです

ね，この活性化協会が。ただ，新しい組織としてのビジョンや方針がどうもいま一つ

わからないという意見を多く聞きます。そこで，その会員や関係団体が活性化協会の

方針や方向性をやっぱり共有することが最も重要であるし，最優先すべきことと思い

ますが，町長の見解としては十分理解されていると思っていますか，どうですか。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） この点につきましても，冒頭設立総会時も十分ビジョンが

というような話が出されておりました。そういうことを受けまして，意見交換会を２

回させていただきまして，活性化協会の役員の皆様方，そして会員の皆様方20名余り

の方々とともに２回にわたっていろいろ本当に厳しいご意見を十分にいただきまし

た。それを受けて，２回も開催もさせていただいたというふうなことでございます。

一定の方向性は見出したというように認識をしておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） 今町長が言われたように，確かに説明会とか意見交換会の報

告書を見てみますと，町のほうの答弁では，定款や事業計画では項目を上げていて，

ビジョンは示してあるというようには書かれてます，確かに。ただ，やはり会員とか

関係者の人が十分わかってないっていうことは，書いてあるからええんだというんじ

ゃなくて，わかってもらうということが一番大事なんで，そういうように浸透するよ

うに機会を多く設けていくべきではないかと思いますので，ここはひとつそういう会

員の皆さんとか関係団体と多くの会合を持って，より高度な練り上げたものをつくっ

ていってもらいたいなと思います。 

 次に，他の組織との関係です，活性化協会以外の関係。観光交流，情報発信につい

ては，現在道の駅もあります。道の駅の役割と重複するんではないかという疑問の声

をよく聞きます。交流事業は，そのほかに商工会が行っていたり，Ｋ－Ｆｒｉｅｎｄ

ｓでも行っていますが，事業内容がきちっと整理されて，効率的なことになっている
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のかどうか，答弁をお願いします。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） この点につきましては，道の駅，そして坂本家，他の団体

との整理，そしてまた理解ができているのかというようなことでございます。 

 先ほど申し上げましたように，意見交換会のときにもそんな話が多く出されており

ました。そんなことを受けまして，特にそうした団体を活性化協会が一つのハブとい

いますか，核となって，戦略的に観光交流，移住，定住のイベント等を企画して，情

報発信をしながら運営をしていきたいというように考えておるところでもございま

す。 

 道の駅との競合するんでないかというようなことでございますけども，特に道の駅

は物産販売等，情報発信については重なるというとこもあるんですけども，新たなと

ころで情報発信をしっかりとやっていきたいというように考えておるところでもござ

います。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） やはりこの事業をいろんな方が同じような方向に向かってい

くということが大事なんで，おかしいな，おかしいなというようなことでとまっとっ

たらいかんと思いますので，そこは，これ町長が会長でもありますので，ひとつよく

整理して，多くの人が納得できるような進め方をしてもらいたいと思いますが。 

 それでは，活性協会の意思決定，活性化協会がどのようなことをしていくかという

意思決定の仕方について質問しますが，情報発信の方法やイベントの企画立案，実際

の担当はどこが行うのか，そしてそれを実行するときの決定権はどこにあるのかにつ

いて答弁をお願いします。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） それぞれの団体が行っている，主催して，イベントについ

てはそれぞれのところでやっていただくというようなことは従来どおりだと思ってお

りますけども，これを連携しながら，そしてまた調整，ＰＲ等につきましては，やは

り活性化協会の組織としての意義づけですか，意義を持っておりますので，情報発信

については活性化協会のほうでうまくサポートできる体制づくりを進めていきたい

と，これによって存在感も出てくるんでなかろうかと思ってもおります。 
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 規約によりまして，いろいろ総会等ございますので，意思決定はそのような予算的

なものもそういうところで行うんですけども，最終的には，先ほど少し議員からご指

摘いただいたように，３人なり，また会員の皆様方との連携，意思疎通を深めなが

ら，やはり最終的には私も活性化協会の常勤職員とも連携をとりながら，意思疎通を

図って決定をしていきたいというように考えております。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） ちょっと整理しますと，当然総会というようないろんな各団

体行いますわね。それは，年間の予算を決定したり，年間行事予定を組んだりして，

そこで総会で認めていくということになると思うんですが，そのほかに理事会も当然

ありますね，役員会といわれるもの。他の団体との調整とかというのは，それは担当

でええと思うんですが，予算を必要とするものですね，イベントの行う場合，それは

担当の職員がしたときに，理事会へまたかけないかんのんか，それとも長の判断でし

て，あとは年間の事業報告，会計報告という形でやっていくのか。要は，意思決定は

誰が行うのかということなんです。要は，役場の関与もそこにあるのか，職員が企画

立案したことは長が認めてしたら，その事業ができるようになるのか。そこはやっぱ

り必要なことと思うんですね，それ整理しとかんと。その点について答弁お願いしま

す。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 大変重要な話かと思っております。少しその整理が十分で

ないところもございますけども，考え方としては，予算の範囲内での執行につきまし

ては，事務局のほうで立案し，企画してもらうと。それの最終意思決定は，やはり会

長が何らかの形で，知らないでは済まないところございますので，責任のとり方とい

うのはありますので，最終決定は私がするようになろうと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） その認識を一番しといてもらいたいなと思うんですよ。責任

がどこにあるかわからないというんでは，一番弱ります。 

 それと，やはりこの活性化協会，早くそういう独立した組織にして，当然優秀な職
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員の方もおられますし，組織もできました。予算もついています。活性化協会が独立

した組織となって，その事務処理などは皆そこでするようにして，できるだけ今現在

の産業交流課の仕事をその分を減らしていって，産業交流課は産業交流課としてのま

た本来の役割の仕事をすべきでないかなと思うんですが，その点について，町長，答

弁お願いします。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 全くそのとおりでございまして，従来観光協会といいます

と，実質はほとんど役場の職員が企画立案をしてやっていたと。事業の内容も，余り

多くの事業をこなしてきたわけではございません。そんなことから，今回は３名につ

きましては民間の方を採用いたしまして，民間の人が持っている自由な発想といいま

すか，動きやすいような発想を持って事業に当たってほしいというようなことで，活

性化協会を立ち上げて，また組織もつくったところでもございますので，その特性を

生かしていただきまして，やっていきたいということが念頭にあるわけでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） はたから見てますと，役場の産業交流課のほうに今ちょっと

負担が行き過ぎとんではないかと，早く独立した組織にすべきではないかと思ってま

す。 

 今まで述べてきたとおり，移住交流政策，確かに重要ではあります。ただ一方で，

経費の面から見てみますと，多額の費用を要しています。各課に分かれてはいるんで

すが，ざっとまとめてみても，活性化協会の運営費に来年度からは1,200万円，道の

駅の委託管理料に800万円，グリーンツーリズム事業に200万円，ビッグひな祭りなど

のイベント助成に100万円以上，その他元気市，活性化連合会への補助金などを含め

ると，年間3,000万円以上の費用をこの事業に使うことになってます。費用対効果の

面からも，今後は十分に内容を精査する必要があると思いますが，町長の見解をお聞

かせください。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） この点につきましても，活性化協会の存在意義といいます
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か，そうした重なり合うところの事業につきましては，どうにか整理をできないんか

というようなことも検討の一つになろうかと思っております。できるだけ従来のイベ

ントがさらに効果を上げ，町の発展のため，また観光交流に大きな役割を果たすよう

な事業になりますように努めてまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） 先日13日に行われましたフォトオリエンテーリングという事

業，私も参加させていただいたんですが，そのときにちょうど元気市も同じ日に開催

して，非常に相乗効果があると思います，２つのイベントを一緒によってです。そう

いう，同じお金を使ってでも効果の上がるようなやり方というのをこの活性化協会も

音頭をとっていただけたらなというような気がします。 

 次に，活性化センターの整備について尋ねますが，今までに先ほども言いましたよ

うに２回意見交換会が開かれていますが，これについても参加された方から疑問の声

を聞いています。 

 まず，産業交流課長に尋ねますが，１回目の会のときに司会進行を町外の団体に委

託していますが，協会には先ほど言いました事務局員もおりますし，役場職員がいま

す。にもかかわらず，高い委託料を払ってまでも外部に委託する必要性は何だったの

でしょうか。 

○議長（国清一治君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 高い外部委託費を払ってという理由でございます

が，当初は実施設計業者に利用計画作成も含めて発注する計画を考えておりました

が，町の状況を理解しております，近隣のまちづくりなどにも携わっている専門家の

意見も聞きながら，利用計画及び改修計画案を作成し，実施設計を委託するほうがよ

り効果的であると考え，分割して発注をいたしました。 

 利用計画作成に当たりましては，意見交換会の進行や意見集約のみならず，個別の

聞き取り業務や類似施設の調査なども業務となっておりまして，その中で各施設入り

込み客数等の調査がございました。専門家の知見も必要と考え，業務委託をいたした

ところでございます。 

 利用計画に基づいた改修計画につきましても，道の駅，よってネ市を含めたゾーン
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としての改修計画が必要と考え，内容を把握している者に業務委託をいたしました。 

 以上，答弁といたします。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） 私の質問のところは，司会進行のところになぜ，環境とまち

づくりというのがあるんですかね，そういうところに委託したのかということです。

今の課長の答弁は，利用計画とか改修計画の分をつくってもらう，その中の，これも

含めていくということを勧めているということなんでしょうか，そこらあたり司会進

行ぐらいはできるんじゃなかったかというのが私の質問です。 

○議長（国清一治君） 篰議員，マイクチェック。 

 海川課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 10月４日の活性化センターの整備に係る１回目の意

見交換会につきましては，委託業者との打ち合わせも十分できていなかったことも原

因と思われますけれども，町からの説明不足や進行方法が原因で，会員や議員の皆様

にご心配をおかけしましたことにつきましては深くおわびをいたします。ただ，１回

目の意見交換会によりまして意見の集約し，２回目の意見交換会によりまして施設の

利用方針，利用機能，利用配置のそれぞれの案についてご説明をし，一定のご理解を

いただけたというふうに認識をいたしております。 

 以上，答弁といたします。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） 重ねて課長に聞きますが，今答弁では，意見集約などをする

のに，そういう外部委託をしたほうがよかったというようなことだったと思うんです

が，課長，それではそういうことをできる人が職員の中におったほうがいいとは思い

ませんか。 

○議長（国清一治君） 海川課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 職員で，そういう施設，そういう利用方針等につい

て，残念ながら専門的な知見が今現在の産業交流課の中でそこらあたりに対応できる

ところではなかったというあたりで業務委託をお願いしたというところでございま

す。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 
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○６番（篰 公一君） 課長が今専門的な知見を持つ人がいないという答弁ですが，

この手法をＫＪ法というやり方と思いますが，それほど難しいもんではありません。

ネットで調べても，簡単にやり方は出てきます。私も調べてみました。また，参考本

１冊読めば，こういう司会進行が，誰でもって言うたら語弊ありますが，簡単にでき

るんです。そういうことをすることは，職員の一つトレーニングの機会と捉えて，職

員がやれば人材育成にもなるわけです。町外にお金を払ってするよりも，職員を育て

るというような，そういう考え方はなかったんでしょうか。 

○議長（国清一治君） 海川課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 活性化センターの整備に関しての利用計画と改修計

画ということを一体的に考えていたわけではございますが，整備に係る時間的なこと

もございまして，職員の研修等含めた実態的な時間がとれなかったというところが実

態でございます。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） 理由，課長の説明全くわからないわけではないんですけれど

も，人を育てていくというのは，やっぱり上に立つ者としても必要なことと思うんで

す。時には，それが時間的に厳しいことであるかもわかりませんが，必ずその人の役

にも立ってきます，そういうことは。やはり人を育てていくというような見地から

も，今後もそういうことがありましたら経験をさすということも努めではないかなと

思いますので，よろしくお願いします。 

 続いて課長に尋ねますが，センターの当初のイメージ図ですね，議会のほうに説明

していただきましたイメージ図は町内業者が作成してます。にもかかわらず，改修計

画素案は外部に発注してます。繰り返し言うようですが，私たちとしたら，できるだ

け町内にお金を落とすようにしていくのが活性化の一つの目的ではないかと思いま

す。その外部発注の必要性とその金額は幾らぐらいになっていますか。 

○議長（国清一治君） 海川課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 業務委託の内容でございますが，利用計画ほか作成

業務につきまして，45万9,000円を環境とまちづくりさんに業務委託をしておりま

す。それと，改修計画ほかの作成業務といたしまして，コモンズさんに48万6,000円

の業務委託を契約しております。 
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 以上，答弁といたします。 

○議長（国清一治君） それでいけるん，町内……。 

 ６番議員。 

○６番（篰 公一君） 今金額はおっしゃっていただきました，約95万円ですね。な

ぜ外部に頼まなければいけなかったのかということについては，どうでしょうか。イ

メージ図は町内業者がしとるわけですね，初めに。また，これ素案の段階です。その

点だけ，なぜそういう判断をしたのかだけお願いします。 

○議長（国清一治君） 海川課長。 

○産業交流課長（海川好史君） なぜ外部委託をしたかというところなんですけれど

も，先ほどからちょっと説明していますとおり，そもそも活性化センターを整備する

に当たって，活性化センターの改修計画自体は利用計画がある程度固まった段階で，

その計画を改修に反映させていくものというふうに考えておりまして，その利用計

画，どのような形で利用していくのかっていうことを先にある程度の概要を決めない

と改修計画に反映できないというところがありまして，まず活性化協会が事務局，当

然事務所としては必要になるんですけれども，活性化協会の事務所を中心とした活性

化センターの利用，全体的な利用をどういう形で整備したらいいのかというあたりを

業務委託，まちづくりに詳しい団体も含めてご意見を賜りながら利用計画をつくりた

かったというところでございます。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） これで，ちょっとほんなら最後の確認なんですが，そういう

ことは一旦町内イメージ図をつくっていただいた方，もしくはまたほかにも町内にも

業者がおられると思うんだが，そういう方に頼んでみたけれども，その人たちがこう

いうことができないからということで外部に頼んだんですか。それとも，初めから外

部ありきでしたんですか。その点だけで結構です。 

○議長（国清一治君） 海川課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 今のご質問でございますが，道の駅といった全体と

なると，道の駅を中心とした，よってネ市も含めたゾーニングの関係も，地域と一体

となったゾーンというふうに捉えておりますので，前回道の駅整備にかかわったとき

のノウハウあたりも，この整備については必要になってくるのではないかというあた
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りもありまして，町外ではございますが，業務委託をお願いしたというところでござ

います。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） 余りくどく言うつもりはないんですが，課長のほうにも，私

の個人的な意見になるかもわかりませんが，言っておきますと，道の駅のときの今ノ

ウハウが必要だと判断したということでしたが，私やは，道の駅のときはうまくいか

なかったと判断しておるんですね，あの初めの設計と実際の何が全く変わってきた

と。だから，それのに，なんでそれを同じことをするんかというのが，これは私の個

人的な意見を踏まえてですが，ただ私ひとりではなく，そういう意見を持った人がた

くさんいることは事実ということは申し上げておきます。 

 課長に最後に，実施設計，これ予算では470万円，６月議会で議決されています。

今利用計画と改修計画に95万円ぐらい既に払うてますね。あとの実施設計の今度は発

注方法です。発注方法と，その時期はいつぐらいを予定しているのか，答弁をお願い

します。 

○議長（国清一治君） 海川課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 実施設計に関する発注方法ということでございます

が，現在実施設計においては指名競争入札を行う予定としてございます。指名審査委

員会において指名業者等の決定をしていただくということにはなるかと思いますが，

そういう方法で執行していきたいと思います。 

 それと……。 

○議長（国清一治君） 時期。 

○産業交流課長（海川好史君） 時期につきましては，実施設計の発注についてはで

きるだけ早期にですけれども，できるだけ年内に発注できればと今考えておるんです

けれども，年始になるかもわかりません。そういった時期で，早期の発注を考えてお

ります。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） この実施設計の発注については，後でちょっとまた関連して

いきますので，今の課長の答弁は，指名競争入札を予定しているというようなこと

と，年内を一つの目途にしているというようなことで了解しておきます。 
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 それでは次は，これから副町長に尋ねますが，私は以前一般質問でセンターの整備

は必要に応じて段階的に進めていくべきではないかと，物をつくるハードより，どう

いうことをやるかというソフトの充実を優先すべきであるという提言もしてきまし

た。今回，１期目は早期に実現すべき利用機能，２期目は今後検討すべき利用機能に

分けて整備を進めていくということだったので，私はこれは評価できるなと思ったん

ですが，この会議に出された１期目の工事額が3,800万円ということを聞いて，その

大きさにびっくりしています。具体的な利用計画が十分に練られていない現状では，

必要最小限の整備にすべきと思います。極端に言えば，外装を塗りかえるだけにし

て，中は事務スペースと職員用のトイレとか湯沸かし器だけでもいいのではないかと

いう意見もあります。今回，必要最小限ではなく，多額の事業費の整備という判断

は，根拠は何なんでしょうか。 

○議長（国清一治君） 藪下副町長。 

○副町長（藪下武史君） おはようございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 今の整備の状況につきまして，必要最小限の機能にすべきではないかというご質問

でございます。 

 今も議員からお話ございましたように，これまでの議員からも質問の内容ですね，

それから意見交換会で実際にお聞きした内容，こういったものを踏まえた形で今のと

ころ考えておりました。活性化協会の定款とか事業計画でビジョンを大きな基本のと

ころはビジョンを進めさせていただいて，ただ今後の活動に応じて，また新たな要素

が生じてきた場合につきましては，その際にはその都度修正を必要な場合も考えられ

るところでございます。ということで，将来の発展性を担保しながら，利用機能の駅

機能を実現する内容ということで，現在の案をお示しさせていただいているところで

ございまして，現在お示しさせていただいております駅部分の利用機能につきまして

は，意見交換会等で出されました人の立ち寄り機能であったりとか，それから若者交

流の機能，また施設運営の機能など，早期に実現すべき利用機能に絞らせた形で現在

のところ考えさせていただいておるところでございますんで，ご理解のほどお願いい

たします。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） 副町長の将来の発展性やら等考慮してという言葉はちょっと
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抽象的な言葉だったんですが。ということは，今後もこれよりも整備費がずっと高く

なっていくというようなこともあるんでしょうか。 

○議長（国清一治君） 藪下副町長。 

○副町長（藪下武史君） 今のこれから要求させていただこうという事業費，これに

つきましても，もちろん経費削減については当然ながら努めていくわけでございます

ので，今お認めいただいたとしても，これを丸ごと使ってしまおうとことではござい

ません。 

 今後の機能につきましては，今お話ししましたが，早期に実現すべき利用機能とい

うところで絞って考えているところではございますけども，その後のものについて

は，これからの状況にも応じてまいりますので，その場合にはまた改めてご相談させ

ていただくと，こういうことで考えさせていただきたいと思っておりますので，よろ

しくお願いいたします。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） 早期に整備していく必要性のあるものからかかっていくとい

うことですが，私はちょっと早急過ぎるんではないかなというような感じを持ってい

ます。 

 副町長，町内には，活発に活動している若い人のグループもあります。また，先日

同僚議員の紹介で地域の活性化に携わっている大学教授と懇談する機会があったんで

すが，その教授との話の中で，学生とコラボして，そういう活性化センターをどんな

ようにしていったらおもしろいんかというようなことに対して非常に興味も示してく

れました，参加させてもらってもいいですよと。そういうように，若い人のアイデア

を取り入れながら進めていくということについて，この事業の今の計画では早過ぎる

んではないかと。中身が十分できていないのにもかかわらず，そういう整備ありきと

いうのがあると私は感じるんですが，その点についてはどう思いますか。 

○議長（国清一治君） 藪下副町長。 

○副町長（藪下武史君） 議員おっしゃるとおり，若い世代というご意見，非常に貴

重だと思います。意見交換会などでも，そういった若い世代等のご意見を吸い上げて

いくことが非常に大事であるというふうなご意見もございまして，まさしくそのとお

りでございます。 
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 今後も，私も実際にその方とは別の場所でお会いできる機会がございまして，今後

活性化協会など，こういった町の施策にも積極的にご参加いただけるようにというと

ころでお願いもしたところでございますけれども，こういった意見を積極的に取り入

れて，若い世代のご意見，いわゆる地域活性化，俗に言う言い方ですけども，よそ

者，若者，ばか者というような言い方がございます。その中でも，非常に大きな要素

を占めるであろう若い方のご意見，それから先日も議員もおいでいただきましたもの

でも，四国大学文理大学の学生の皆さんをボランティアでコスモス音楽祭，こういっ

たものにも参加していただきました。今後，そういった大学の先生方，それから学生

さん方，こういった方々と交流も深めて，そういったご意見も，外からのご意見もど

んどん取り入れてまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） そういう若い人，また外部の意見を取り入れていくというこ

とでは，副町長の認識と一致していますので，そういう機会を多く持っていくべきだ

と思います。 

 それで，この整備を進めていく上で，町内には大工さんや建具屋さん，いわゆるそ

ういう改修をできる能力を持った人がたくさんいます。天井や壁などは，そういう人

たちに依頼して，町民の手でつくり上げていくということが大事だと思うんですが，

その点はどうでしょうか。 

○議長（国清一治君） 藪下副町長。 

○副町長（藪下武史君） いわゆるセルフビルドということの活用だと思っておりま

す。 

 意見交換会の場でも，こういったご意見ございました。それまで，恥ずかしながら

私自身セルフビルドについて考え及んでおらなかったところでございますが，意見交

換会でそういったご意見をいただきましたので，なるほど非常に有効な手法でもござ

いますし，セルフビルド自体は，例えばワークショップでしていただくとか，活性化

の事業の一つにもなりますので，こういった形につきましては，ぜひ取り組んでまい

りたいと思っております。ただ，どこまでしてもらえるか，建設に携わっている方で

ございましたら，そういったことがいけるかなと思うんですけれども，参加していた
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だく方のメンバーの構成にもよりますし，できるだけ広い範囲で取り組んでいけるよ

うに検討してまいりたいと思っております。 

 また，２期目に限らず，１期目におきましても，またそういった手法が取り入れら

れるかどうか，こういったものについても，限定的に考えず，考えてまいりたいと思

っております。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） 私も，参考にちょっと設計士さんに聞いたんですが，十分そ

ういうことではできるというような意見も聞いておりますので，そういう進め方をし

てもらいたいと思いますが，備品についても同じで，机や椅子は間伐材などを使った

手づくりのものにするほうが，かえって趣があるんではないかというようなことも聞

きますし，備品整備で当面は全てそろえるというんじゃなくして，プロジェクターな

ども整備するような予定と聞いていますが，そういうなのは当面役場にあるものを利

用して，どのぐらいの利用頻度があるのかというのを調べた上でそろえていったらえ

えんではないかなと。無理に，この補正予算で今回そろえる必要はないかなと思うん

ですが，その点だけちょっと簡単にお願いします。 

○議長（国清一治君） 藪下副町長。 

○副町長（藪下武史君） 役場内にある備品などの活用ということでございます。 

 備品につきましては，先ほど議員からもございました，セルフビルドの対応とか，

またほかにもリースとかレンタルとか，必要なときだけ借りるということも考えられ

るとは思います。ただ，活性化センターにつきましては，今後勝浦町の顔にもなる施

設でございまして，１期目にあっても，会議機能であったり，相談機能，それからサ

ロン機能などの活動をスムーズに行っていくと。なおかつ，何よりも日常的に活用し

ていただくというためには，一定程度の備えは必要があるんではないかというふうに

考えております。 

 議員から今ご提案ございました役場内の備品の貸し出しにつきましては，例えば使

用したい行事が重なった場合にどうするのかとか，搬入搬出に要する時間，それから

手間等，特に夜間に行う行事，こういった部分につきましては時間の制限もございま

しょうし，そういったことを考えた場合，利用者側として不便を感じることもあるの
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ではないかということも心配されるわけでございまして，こういったことも十分に検

討する必要があると思っておりますので，今後十分に考えてまいりたいと思っており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） それは，副町長，あればええっちゅうのはようわかります

よ，その中にね。あればええっていうのはようわかりますが，片ややはり経費を使っ

てするわけですから，日常的に必要なものはそろえるということですが，それはやは

り実際に利用がどのぐらいあるかという実態に沿ったそろえ方をするというのが大

事。足らずまいというのが一番ええというのをよく聞くんです。十分にあるよりは，

足らずまい，ちょっと足らんなと，その足らんなというところをどういうぐあいに工

夫しようかというのも必要になると思いますので，何もかも全て準備する必要はない

と思うんで，やはり実態に沿ったそろえ方をしていただきたいと思います。 

 ちょっと時間が押してますので，この項目，最後に町長にちょっと総括的な見解を

求めますが，物事を進める上には，よく３ションが必要だと。３ション，いわゆる英

単語の最後の言葉のションですが，方針を示すビジョン，それを実行するアクショ

ン，推進のもとになる情熱のパッション，こういう３ションに皆が向かって力を合わ

せなければうまく進んでいかないということを言われる。この政策にどのようなリー

ダーシップを発揮していくのか，町長の見解をお願いします。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 議員からは，いろいろとご指摘もいただきましたし，そう

したことを十分受けまして，今後の対応に生かしたいと思ってもおりますけども，先

ほど言いました方針なり，実行，行動，また情熱ということを持って，やはり私も担

当事務局の長でもございませんので，やはり事務局との意思疎通をはかりながら，い

かにこの施設をにぎわいのある，物を売るよりも，多くの方々が気楽に訪れていただ

いて，にぎわいのあるような施設にしていきたいと。それによって，今後の移住交

流，観光交流，勝浦のよさを十分堪能して，人間性ですよ，人間性のよさを十分堪能

していただいて，勝浦に住んでみたいなとか，勝浦に来てよかったなとかと思えるよ

う施設になればというふうに思っております。イメージとしては，そういうイメージ
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を私も描いておりまして，一気にはなかなか全てを，本当は華々しく最初に何もかも

そろえてスタートを切りたいというのが人情でございます。しかしながら，いろいろ

道の駅の話も出ましたけれども，一期，二期に分けもって，少し表現は適切でないか

もわかりませんけど，アバウト的にもやらせていただきまして，必要に応じてニーズ

に合うたような施設づくりも大事でないかというようなことも思っておりますので，

この点につきましては，いろいろ研究もしていただいている議員に今後ともご指導，

ご支援をいただきますようにお願い申し上げる次第でございます。ありがとうござい

ました。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） 町長から，にぎわいのあるものにしていくと，人間性のよさ

を堪能できるような施設にしていくという答弁がありましたが，まず心がけていただ

きたいのは，お金よりも工夫だということを私のほうからは提言しておきます。 

 ２項目めは，樫渕地区の急傾斜地崩落対策についてであります。 

 この事業は，平成21年度から25年度までの５カ年計画で始まりましたが，工事内容

の変更などで４年間延長となり，29年度を完成予定と聞いていましたが，現状を見る

と，まだ予定どおりの完成は難しいのではないかなと思われます。この項目は，建設

課長の答弁を求めますが，予定どおりに29年度までに完成できるのかどうか。そし

て，おくれるとすれば，原因は何なのかについて答弁をお願いします。 

○議長（国清一治君） 柳澤建設課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） おはようございます。 

 予定どおり29年度までに完成できるのかということでございます。 

 まず，この事業につきましては，平成18年度８月から要望を始めまして，平成21年

６月16日に地元の集会所におきまして事業説明会，それから22年４月23日におきまし

て測量設計に基づく基本設計の説明会を開催いたしました。議員もご承知のとおり，

現状を見ますと，予定どおり平成29年度までに完成することは難しいなと考えており

ます。 

 それと，おくれている原因としましては，県に問い合わせますと，一部用地取得が

困難な場所があって，工法の選択に時間を要したということで，山の路肩の部分に買

収できない部分，例えば名義が変えられない部分とかいろいろありまして，その部分



- 146 - 

については特別な工法でアンカー工法を採用したり，それからのり面の下に人家が隣

接をしていることから，安全に考慮して，大規模な掘削，いわゆる土工が困難であっ

たこととか，それから残土処分の調整に時間を要したことで工期が長くなったという

ことで聞いております。 

 以上です。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） それでは，今後の工期の見通し，それと今の原因の中に予算

的なことは言われなかったんで，予算は十分ついていくのかどうか，その２点お願い

します。 

○議長（国清一治君） 柳澤建設課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） 工期の見通しでございますが，今後の工期の見通しにつ

きましては，優先度の高い東側斜面を先行して施工しておりましたところでありま

す。今後は，西側斜面も着手して，あわせて施工することで，工事の進捗を図りたい

と聞いております。 

 また，工期とか，それから事業費とかにおきましては，ちょうど県のほうとしては

全体の見直しの時期ということで見直しと精査をして，それが今現在作業中でありま

すので，金額面についてはちょっともうしばらくお待ち願いたいということでござい

ます。 

 今までですと，年5,000万円程度の予算が配当になっておりますが，まださらに増

額をお願いして，早期完成を図るようにお願いをしたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） 現在の東側からだけじゃなくして，西側もあわせて進めてい

くような見通しがあって，工期を少しでも早めたいと，予算は現在県の見直し中とい

うようなことでしたが，それでは工事車両の進入口ですね，これ民家のすぐ寝室の横

を通っているんで，この人には29年度まで延びるというようなことで了解は得ている

んですが，今後も長引くようであれば，やはり工期が延びるので引き続き協力をお願

いしたいというようなことは前もって説明して，また了解を得ていく必要があると思

うんですが，そこらあたり関係者への説明の対応はどのようにされますか。 
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○議長（国清一治君） 柳澤課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） 当然のことながら，中山側から仮設道をこしらえて，山

の上に上がって工事を今着手しておりますが，やはり全体見直しをしますと，当然の

ことながらちょっと工期も完成時期も延びます。そこで，地元の説明会を県のほうに

お願いしたいなと考えております。 

 以上です。 

○６番（篰 公一君） 関係者には，できるだけ早い段階からずっと丁寧な説明をお

願いします。 

 それと，心配されるのが，排水対策です。現状でも，大雨のときには民家の庭にあ

ふれるときがあります。工事が進んで，一気に水が流れると被害も想定されますが，

排水対策はどのように講じるのか，お願いします。 

○議長（国清一治君） 柳澤課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） 議員おっしゃるように，当然山腹ですね，広葉樹が茂っ

とうところからのり面切って，土羽とか，そういうふうなものになりますと，やはり

流れの集中する速度が速くなります。それにおいては，県のほうで，排水の構造物に

おきましては基準に沿って水路の設計をしておりますということでございまして，な

お工事中におきます仮の排水計画におきましても，十分留意した計画をしておりま

す。 

 以上です。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） 県のほうは，基準に沿ってやってるということですが，近年

想定外という言葉はどこでもよく聞かれるんですが，確かに時間当たりの雨量も今ま

でにないようなことが想定されるというか，当たり前のようになっていますんで，こ

こらあたり本当に十分な対応ができるように，町のほうも県へ強く働きかけてもらい

たいと思います。 

 それと，作業道，先ほども出ましたが，現在の中山側だけで間に合うのか。以前

は，横瀬側のほうからもつくる必要があるというようなことになってましたが，そこ

らあたりはどうでしょうか。 

○議長（国清一治君） 柳澤課長。 
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○建設課長（柳澤裕之君） 現在は，中山側からの仮設道で工事を進めております。

その仮設道で全体の工事をカバーすることは不可能でございまして，やはり上へ上が

って，下へ掘削していくちゅうんも限界がございます。そこで，やはりさっきも申し

ましたが，西側の部分の工事も着手するということで，西側のほうからも仮設道路を

施して施工したいなというふうなことを聞いております。 

 以上です。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） 西側のほうからの作業道も必要やということですが，これも

関係者には事前によく説明してもらいたいと思いますが，この今現在の作業している

現場は，横瀬地区の中心部であります。でき上がった段階が，あのコンクリートがむ

き出しというのでは非常に美観を損ねると思うんですが，沼江バイパスなんぞは芝桜

を植えて，非常にきれいくなってます。ここも，同じように美観に配慮したような仕

上げが必要があるんではないかなと思いますが，芝桜とか萩の木なんかぞは根が非常

に崩れに対して強いというようなことも聞いてますんで，そこらあたりはどのように

考慮されるのか，お尋ねします。 

○議長（国清一治君） 柳澤課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） のり面の仕上がりにつきましては，２つほど重要な問題

がありまして，いわゆる侵食や表層の崩壊を防ぐためにどうするのかということでご

ざいます。そこで，一般的な施工といたしまして，周辺環境との調和を図ることを目

的にいたしまして，のり面に種子の吹きつけを行って緑化を図るというふうな工法を

一般的には採用しております。 

 以上です。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） 周辺環境に配慮した仕上げにするということ。できたら，目

で見ても楽しいような仕上げにさらにしていくように要望していただきたいなと思い

ますが，この件最後なんですが，昨年その場所の下のところに数カ所急傾斜地崩壊危

険区域という標柱が県によって設置されました。この工事が終わって，危険でなくな

った場合には，その標柱は撤去していただけるのかどうか。周辺の住民の方は，そう

いう標柱ができて非常にイメージが悪くなったというような声を聞いております。そ
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の点について答弁をお願いします。 

○議長（国清一治君） 柳澤課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） 工事完了後におきましても，あの急傾斜崩壊危険区域を

明記しております標柱につきましては県の管理が必要なために，工事完了後において

も立てておくというふうなことを聞いております。 

 以上です。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） 崩壊地対策工事をして，完了したときには危険でないと思う

んですが，危険でないところに危険という標柱を残しておくというのはどうも矛盾し

とると思うんですが，そこらあたりちょっと再度県のほうに，工事が終わるまでにか

なり期間があると思うんで，どないかならんかというようなことは要望していってい

ただきたいと思います。ここで答弁を求めるのは，今現在の段階では，県の管理では

残しておくというようなことなんですが，ちょっと話が合わないですね。危なくない

ために工事をしているのに，終わった段階でまだ危ないという標柱を残しておくとい

うのはちょっと矛盾しとるように思います。 

 最後の項目となりますが，新教育委員会制度についてであります。 

 昨年４月に，地方教育行政の組織及び運営に関する法律が一部改正されました。そ

の趣旨は，教育行政における責任体制の明確化や政治的中立性の確保となっていま

す。 

 町長に尋ねますが，各自治体に総合教育会議が設置されることになり，町長が招集

して出席することになってます。今までの実施回数とその内容を簡潔にお答えくださ

い。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

 演台のほうで。 

○町長（中田丑五郎君） 済いません。 

 ご質問にいただいております新教育委員会制度についてというふうなことで，これ

の実施の内容についてですね，この点につきましては，開催状況につきましては平成

27年度の５月と２月と３月に３回開催をさせていただいておりまして，28年度の現時

点までには，５月に開催をさせていただいておりまして，トータル的には４回という
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内容でございます。初めての総合教育会議でもございましたので，教育委員さんに

も，総合教育会議の位置づけの確認や，また大綱がございまして，それの策定，そし

て公開，また平成28年度の教育委員会関係の予算状況についての説明もさせていただ

いたというふうなとこでございまして，首長が，私が招集をして，教育委員さんに協

議したいことができたときとか，また緊急事態が生じたときなどに随時開催ができる

というようなことでございます。私といたしましては，年３回を予定をしていきたい

というようなことでございまして，１回，５月にしておりますので，あと２回，予算

の状況等の説明から学校の執行状況等についての協議ができればなというように思っ

ております。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） 今までに４回開催して，予算や教育委員会の執行状況につい

ての会合をしているというふうなことだったんですが，それではその具体的な課題と

いうようなことを話し合われるというようなことはないんでしょうかね。例えば，子

供の健康管理の問題とか，交通安全の問題とか，教育委員会で所管している以外のこ

となどについてそこで話し合われるというようなことはなかったんでしょうか。その

点お願いします。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 議員ご指摘のような健康のこととか，交通安全のこと，こ

れは，子供の通学上，また給食等，そして健康状況，いろいろ子供に関する協議はご

ざいますけども，教育委員会のこの新制度につきまして４回の開催でございますの

で，今後今ご指摘ののような話が出てくるんではなかろうかというふうなことでござ

いまして，現在はそうした会議をの話題になったことはないというようなことでござ

います。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） 私が思う，これの会議のメリットとして，町長が出席してい

るわけですから，教育委員会以外のことについても，今言うたような事案ですね，体

制，町長が直接その担当課に指示してスピードアップ図れるようなことがあるのかな

と，またそういうことをメリットとして出していただきたいなと思うところでござい
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ます。 

 この制度で，教育長は町長が任命することになりました。勝浦町でも，10月から新

体制となっています。従来の教育委員会の互選ということから，町長の任命制となっ

たので，教育行政の政治的中立がより難しくなるのではないかなと懸念される中，先

日神山町で町長の命による教育現場への新聞社の取材拒否がありました。このことに

対して町長はどのように感じたのか，所見を伺いたいと思います。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） この点については，私の立場からすれば，町長という立場

からすれば，制度的にも政治的な中立性は確保していかなければと，それが求められ

てもおりますし，教育内容が中立公正であることが極めて重要であるという認識をい

たしております。 

 神山の例はひとつ大きな参考にさせていただきまして，今後私といたしましても，

町長として，そして教育委員会との連携をさらに緊密な連携を図りながら，教育の政

治的な中立を求め，適正な教育行政を今後とも教育委員会ともども一生懸命に取り組

んでまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） 最後に，教育長にも同じことに対する所見を伺いたいのと，

それと今後も中立性を確保していくという，その信念のほどを伺いたいと思います。 

○議長（国清一治君） 椎野教育長。 

○教育長（椎野和幸君） 改めましておはようございます。 

 所見と信念はということでございますけど，まず所見でございますけれども，所見

になるかならないかは別にしまして，新聞報道によりますと，あの事案につきまして

は，小学生が校外での授業に出向いたときに新聞記者の取材があったと。そのとき

に，役場からの指示を受けておったので，ああいう事態になったというふうに聞いて

おります。私という立場上，指示命令，これについては慎重に慎重を重ねて判断を

し，さらに判断を下して指示命令を出さなければならないということを改めて強く意

識したところでございます。 

 それから，教育の政治的中立への信念ということでございますけれども，教育基本
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法の第14条の第１項で，良識ある公民として必要な政治的教養は教育上尊重されなけ

ればならないとあり，同第２項で法律に定める学校は特定の政党を支持し，またはこ

れに反対するための政治教育，その他政治的活動をしてはならないとあります。学校

の教育活動が一党一派の思想に偏ったものであってはならないということが明らかに

されておるところでございます。 

 法律上の学校というとこでございますけれども，この学校には，学校のみならず，

学校の構成員である教職員も当然含まれるというところでございます。ですから，学

校における教育活動の中で教職員それぞれ個人が党派的政治教育を行うことも当然禁

止をされておると認識しておるところでございます。 

 さらには，教員自身が自制をしたとしても，教員に大きな影響力を持つ外部勢力が

そのような教育を実施させようとする場合には，教育の政治的中立性の確保が困難に

なることが想定をされます。そのため，教員に強い影響力を持つ職員団体等を通じ，

外部から教唆し，また扇動しようとする者を排除する必要から，義務教育諸学校にお

ける教育の政治的中立の確保に関する臨時措置法という法律が制定をされておりま

す。 

○６番（篰 公一君） 議長，教育長の見解だけなんで。 

○教育長（椎野和幸君） もう少し。 

 じゃあ，あと少しあるんですが，私としては，教職員に向かいましては，学校長を

通じた指導，それから近年教職員も人事の評価というのが導入されております。学校

から上がってくる職員の評価，そういったものをしっかり認識をする。さらには，時

間があれば，学校に直接足を運んで，教職員全てと多くのコミュニケーションを図る

ことによって人となりを把握し，問題があればそれなりに対応していかなければなら

ないというふうに思っております。 

 それから，教科書の採択というのが教育委員会にはございます。そういった面で，

教科書，数年に１度の採択時には，当然中立性を確保しなければならないということ

は強く認識をしておるところでございます。 

 何よりも，私自身が考え，言動するときに，中立性というのをしっかり理解をし，

意識をしながら行動しなければならない，そのことによって中立性を確保していると

いう格好でございます。 
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 以上です。 

○議長（国清一治君） ６番議員。 

○６番（篰 公一君） 最後ですが，人事権が町長にあるだけに，教育長は町長のほ

うを向くんではなくして，町立性を確保していくと，そのためにはより一層襟を正し

ていく，それに対する決意をもらいたかったわけで，別に教員のこととか，そういう

ことは余りなかったんですが，今後ひとつその点十分教育長は認識もされ，行動もさ

れていくと思いますが，やはり周りの目も常にそういう形で見ていますので，より慎

重な行動に出てください。済いません，ちょっと時間が長くなりました。 

 以上で私の一般質問は終わります。どうもありがとうございました。 

○議長（国清一治君） 以上で６番議員篰公一君の一般質問は終了いたしました。 

 議事日程の都合により休憩いたします。 

            午前10時45分 休憩 

            午前11時00分 再開 

○議長（国清一治君） それでは休憩前に引き続いて会議を開きます。 

 ５番議員松田貴志君の一般質問を許可します。 

 松田貴志君。 

○５番（松田貴志君） おはようございます。 

 議長の許可をいただきましたので，みかん会議一般質問をさせていただきます。 

 時間の都合もありますので，なるべく私自身も質問手短にしますので，答弁のほう

もできるだけ簡略にわかりやすい答弁をお願いいたします。 

 まず，安心・安全なまちづくりという部分であります。 

 今回は，建築物の耐震化についてという部分で，まず１つ目の質問をさせてもらい

ます。 

 これについては，先日議会のほうで熊本県益城町のほうに視察に行かせていただい

た部分で，少し勝浦町的にもやっぱり問題あるかなという部分が多々見受けられまし

たので，確認のため質問させていただいて，また今後の取り組みに生かしていただけ

ればと思い，質問させていただきます。 

 まず，１つ目の部分ですけど，建設課長にお尋ねいたします。 

 町内における現在耐震化メニューがそれぞれ用意されておりますが，現在の町内の
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建築物における耐震化の実施状況，また耐震診断等の実施率等，今現状を把握してい

る実数字をお答えいただけますか，お願いします。 

○議長（国清一治君） 柳澤課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） まず，実施率，率でございますけども，木造住宅ちゅう

んが，税務課の資料によりますと2,027棟ありまして，その中で結局耐震化に対する

対象物件ちゅうんが平成12年５月31日より以前に建築されたということで，それでち

ょっと対象物件数が不明でございまして。ということは，分母がわからないので，率

としては上げにくいということでして，それで耐震化事業の実施状況を申し上げま

す。 

 平成17年から現在まで事業が進んでおる中で，15棟ができ上がっております。それ

と，耐震診断につきましては，17年から現在まで173棟ということでございまして，

耐震化が必要なのが0.7以上であったんが，この中で20軒ほどというふうに聞いてお

ります。 

 メニューも言いましょうか。 

○議長（国清一治君） メニューはええ。 

○５番（松田貴志君） それぞれのメニューの現状の……。 

○建設課長（柳澤裕之君） それぞれのメニューですか。 

○５番（松田貴志君） ほな，一旦おろして質問しなおします。 

○議長（国清一治君） ５番議員。 

○５番（松田貴志君） 答弁いただきました。 

 実際，新しい法律の部分で，確かに分母の部分ふえております。従来であれば，昭

和56年以前という部分が平成12年以前という部分に変わった部分があり，確かに把握

できていない部分があるにせよ，実際のところ今お聞きした答弁によると，まだまだ

耐震診断，さらに耐震化構造への取り組みというのがなかなか進んでいない現状では

ないのかなと思います。 

 先日訪れた益城町では，家屋倒壊による死者っていう部分が大多数を占めており，

耐震化というのが，震災による死亡事故ゼロに目指す上でやっぱり一番取り組まなけ

ればいけない部分なのかって私自身は思っておりますし，今後とも事あるごとに，こ

ういった提言，また質問等もしていきたいと思います。 
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 そこで，現在この町が実施しているさまざまな耐震化メニューというのがあるんで

すけれども，そのメニューの実施率も低い上，さらに予算を計上をしているんだけれ

ども，なかなか執行されていない部分もやっぱり多くあるのではないかなと思います

が，その部分についてちょっと課長のほうからお答えいただけますか。 

○議長（国清一治君） 柳澤課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） 現在のメニューにおきましては，先ほど申した耐震診

断，当然それについては町が公費負担をして無料でございます。また，耐震改修にお

きましても，限度額が110万円で，町が上乗せをそのうちが50万円しております。う

ち50万円は町が負担しています。安全・安心リフォームにつきましても，限度額が

70万円で，うち上乗せがさらに30万円ということでございます。また，耐震シェルタ

ーについては80万円，住みかえについては30万円というふうなことで支援をしており

ます。 

 来年度の検討でございますが，耐震診断と耐震改修の間に補強計画というメニュー

がバージョンアップして図られようとしております。 

 それで，耐震改修ができとんが，安全・安心リフォームを含めまして15棟というこ

とになります。 

 以上です。 

○議長（国清一治君） ５番議員。 

○５番（松田貴志君） 現状で言えば，数多くある耐震化を実施しなければならない

住宅の中で，対策がとられているのは15棟に限られるということであると思うんで

す。実際，これ町も上乗せをして推進をされているっていう努力も，とても私自身も

感じておりますし。しかしながら，この15棟というのが，果たして町が安心・安全を

掲げるこの勝浦町が実施してきた耐震化，耐震診断の推進等の結果，どのように判断

されるべきなのかなって，私自身ちょっと感じてるんです。 

 なんで，今後同じようなメニュー，さらに来年度はまた新しいメニューも加わるそ

うですけれども，ここにおいて，これ以上こういったメニューを加速させるために

も，もう少し役場全体で，さらには町ぐるみ，町が一体となった推進体制の構築とい

うのが必要になってくるんではないのかなと私自身感じております。 

 そこで，もう一度建設課長にお尋ねしますけれども，現状この耐震化に当たる建設
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課の体制の部分で問題はないのか，さらにはどういった理由でなかなか耐震化が進ま

ないのかという部分について所見をお聞かせください。 

○議長（国清一治君） 柳澤課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） まず，私どもとしては，課員一丸となって，その推進に

当たりよんですけども，まず宣伝活動は，ご承知のとおり，広報かつうらとかホーム

ページに耐震改修の内容を載せたり，また町内において，建築士さんとともに戸別訪

問，ローラーで行っております。また，ことしから始まりました木造住宅の耐震改修

現場体験ツアーというのが10月15日の土曜日に行われました。参加者が20名で，内容

におきましては，住宅耐震化の現状と課題，それと耐震シェルターの改修工事の見学

会，それから耐震補強制度の説明会，それから改修工事の事例紹介などを行いまし

た。かなりメニューの濃いものであったと聞いております。それで，そのあたりも進

めながら，建設課としては進めておるんですけども，やはり昭和の南海地震において

勝浦町においては家屋倒壊も余りなかったと聞いておりますので，そのあたりで皆さ

んの意識が低いのかなというふうなことは思っております。 

 また，耐震改修するときには，やはり骨組み等の部分をいらいますので，どうして

もそれに付随する費用というのが重なったり，ついでにこれしたいなとか，あれした

いなとかというふうなことで，金額的ないろんなハードルもあるのかなというふうに

は思われます。 

 以上です。 

○議長（国清一治君） ５番議員。 

○５番（松田貴志君） そういったツアーを組んで啓発活動を行うのはとてもいいこ

とだと思いますし，現状やはり今課長の説明あったような危機意識が足りない。どう

せうちの町はいけるんちゃうか，うちの家はいけるんちゃうかっていう，やっぱり軽

い考えで思われている方が多くいると思うんですよ。 

 そこで，やはり震度６強が想定されている，この勝浦町で，耐震化という部分がど

れだけ大事なものかという部分も町民全体に行き渡らせるためにも，とりあえずは耐

震診断っていう，今勝浦町は無料で受けられるようになってますけれども，それをや

っぱり一番に推進していくべき。そこで診断を受けて，自分が今住んでいる建物の状

況をしっかりと住民の方に把握してもらうっていうプロセスが一番大事なのかなと思
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うんです。 

 そこで，最後に，この点について町長にお伺いします。 

 耐震化について，やっぱり多くのメニューがあって充実していると思うんです。し

かしながら，一番最初の耐震診断を受けている件数がまだ173件っていう部分におい

て，やはりまだまだ少ないのかなと思うんです。そこで，ここの耐震診断を進めるに

当たって，しっかりと全庁一丸となって，また地域によれば，担当課以外の職員も含

めて，やっぱり職員が町内各戸を回ってこういった啓発活動を行っている地域もあり

ます。そういったことも含めて，耐震診断のやっぱり推進，さらにはまた新たな勝浦

町独自の耐震メニューの創設も含めて，今後町長がどのように考えておられるかのご

見解をお聞かせください。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） きょうも福島で地震があったということでございまして，

益城町を視察をされたというふうなことで，ここの益城町は特に家屋の倒壊による死

者が出てるということで，過去にも……。それだけでなしに，やはり犠牲者をゼロに

していきたいというようなことで，耐震診断を受けるには，3,000円の個人負担が要

っていたわけです。これを町費負担をしてでも，やはり耐震の補助を受けるために

は，耐震診断をまず受けていない家屋については資格なしというような段階踏んでま

いりますので，ここでゼロにしようということで何年か前から負担ゼロですけれど

も，負担ゼロと言いながら，なかなか次のステップに進んでいかない，診断もしてく

れる人も少ないということでございます。職員にも聞いたわけでございますけども，

どうして入れんのですかと言うたら，老朽化してるんわかってるけど，それまで置い

といてって。それまで置いといてって言うんは，いらいたくないというような意識を

持っている方も結構多くあるようでございますので，なかなかいろいろ補助メニュー

も考え，上乗せもしてるんですけども，県下でもトップクラスの支援をしてる町とい

うふうに自負しておりますけども，やはり利用していただけなければ効果はないとい

うようなことでございますので，いろいろ巡回するだけでなしに，何かいい方法があ

ればというようなことで，職員一同頑張っているとこでもございます。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ５番議員。 
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○５番（松田貴志君） なかなか財政支援だけで現状進んでいない状況の中で，やは

り問題意識を持たれているという部分は確認できました。なんで，やはり人海戦術し

かないのかなって私自身感じておりますので，その問題意識をしっかりと行動に移し

ていってほしいなと思います。 

 そこで，この耐震化の部分で，あと２点ほどちょっと聞きたいんですけど，現在町

が家賃助成しているアパート等について耐震化っていう部分は確認できているのかに

ついてお聞かせください。 

○議長（国清一治君） 野上参事。 

○参事兼企画総務課長（野上武典君） まず，家賃助成しているって，近年に建てら

れた建物については耐震化診断っていうのはやっていないんですが，ただ現在の建築

法によって建てられているものでございますので，心配ないかというような考えでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ５番議員。 

○５番（松田貴志君） 済いません。具体的な場所まで言うたらちょっと問題あるか

なと思ってあえて言わんかったんですけど，昨年度ぐらいから家賃助成新たに始まっ

た西岡地区にある，最近リノベーションしたマンションなんですけど，構造体自体が

少し古いので，そういった建物がもし仮に地震起こったときに何かあったら，町も家

賃助成しとんやけん，安心して住まわれている方もおると思うんです。そこらあたり

の確認というんは必要なんかなと思うし，仮にその辺の確認ができないのであれば，

この助成についても考えるべき部分でもあるんかなって，私自身は思うんで，ちょっ

とこの辺やっぱり確認してもらえますか。済いません，ちょっと事前の説明の中でき

ちっとできてなかったかもしれませんので，これについてはまた今後確認のほうをよ

ろしくお願いします。 

 それと，もう一点なんですけど，先ほどの説明にはなかったんですけど，これは産

業交流課関係になるんかな。勝浦町の移住・定住支援の新築空き家改修の補助制度が

あって，これについては100万円出るようになっとんです。これって，リフォームに

対して100万円出るんやけど，空き家とか，そういった部分のこの条件の中に耐震化

というのが入ってないですね。せやけん，言うたら，耐震化もされてない家に対し
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て，そういった上限100万円で支援するっていうのは，確かに家主の人の自己責任に

なるんかもしれんのやけど，今町として耐震化を進めよるという中で，耐震化もされ

てない家に対してこういったお金を支援するのは，今回いろいろ勉強する中でちょっ

と違和感があったんです。これについては，今回深く問いただしませんので，今後の

耐震化を町として推進するに当たって，これは一つのやっぱり問題点，課題という部

分については，ちょっと認識を共有してほしいなと思いますので，これについては自

分自身の意見としてちょっと聞いておいてもらえませんか。よろしくお願いします。 

 それでは，次に行きます。 

 ２つ目の災害時におけるボランティア等の受け入れについてでございます。 

 これについては，福祉課長にお伺いいたします。 

 防災計画によれば，災害時のボランティアの受け入れについては社会福祉協議会の

ほうに設置するようになっております。そこらあたりで，社協のほうとの連携がとれ

ているのか，また社協のほうの体制がきっちりと現状組まれているのかという部分に

ついてお聞かせください。お願いします。 

○議長（国清一治君） 大西福祉課長。 

○福祉課長（大西博己君） 防災計画に記載されておりますボランティアセンターの

ことのご質問だと思いますが，現在も，随分以前からでございますが，社会福祉協会

内に勝浦町ボランティアセンターというのが設置されております。福祉，環境，災害

救援等のボランティア活動の拠点としてございます。兼務ではございますが，ボラン

ティアコーディネーターとしての事務を取り扱う職員も配置してございます。 

 年によって，やる場所とか内容は違いますけども，年によって勝浦中学校であった

り，高校のほうであったり，あるいは医療専門学校であったり，各地区との合同訓練

という形によりまして実施内容，場所は変わりますが，大体毎年７月から９月にかけ

て災害時のボランティア活動を想定した訓練も行っております。また，県の福祉協議

会主催のコーディネーターの研修会が年に２回から３回ありまして，災害時を想定し

たものもございますので，そのためのスキルアップも図っております。福祉課のほう

で，現状のボランティア協議会等を通じましての連携は常時図っておるところでござ

います。 

 以上です。 
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○議長（国清一治君） ５番議員。 

○５番（松田貴志君） 済いません。もう少し深くやりたいんですけど，ちょっと時

間の都合で１点だけ確認させてもらいます。 

 現状において組織の中での体制はしっかりと組まれているという説明でありまし

た。特に，災害時においては，やっぱりすぐ動けるような体制ちゅうんがとっていな

かったらいけないと思うんです。現状で言えば，先日話したときにも少し出たんです

けど，担当している方が町外で住んでいる等の問題もあると思いますし，やはりさら

には先ほどの課長の説明では，町内のボランティアという方々をある程度当てにして

いる部分もあると思うんですけど，災害が起こったときには，町内で今活動されてい

るボランティアの方自体がやっぱり被災者になって，なかなか活動ができない状況に

なると思うんです。そこで，やっぱり町外，また県外からボランティアを受け入れる

という部分での，この受け入れの窓口っていう部分，さらに受け入れるに当たっての

広報活動というのがすごく大事になってくると思うんです。そこらあたりの体制っ

て，現状ではなかなかできていないと思いますし，徳島県のボランティアのほうで取

りまとめていると思うんですけど，やはり那賀町とか海陽町とか，２年前ですかね，

災害が起こったときにいろいろ参考に現場にも足を運びましたけれども，やはり現場

を踏んでいるのかどうかわからないんですけど，すごくスムーズに，ボランティアに

受け付けした方の役割というものをしっかりと与えてくれて，どこそこ行ってよって

言うて，的確な動線が引かれてたんです。そこらあたりっていうのは，日ごろの訓練

でやっぱり培われるもんやと思いますし，日ごろの危機意識を常に持っていくってい

う部分が大事になってきていると思うんです。やはり外部の団体に窓口を置くので，

なかなか意思の疎通ちゅうんのが難しいとは思うんですけれども，福祉課は福祉課で

しっかりと問題意識持って，常日ごろから社協との連携ちゅうんも持ってほしいし，

仮に災害が起きて，あらゆるときでも即座に対応できる体制っていうのは，先ほどの

町外に住まわれている担当の方も含めて，対策をできるように，対応のほうをよろし

くお願いします。これについては，置いときますね。 

 ちょっと時間がないので，走り走り行きます。 

 ボランティアについては，ちょっと置いときます。 

 それで，申しわけないです。その次の多くの支援……。ごめんなさい。これとはま
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た違うんやな。 

 次，災害時に多くの支援物資や義援金等も受け入れることになると思います。ここ

においての義援金っていうのは少し置いといて，まず多くの支援物資がやっぱり，特

に今回の熊本地震でもあったんですけど，国からプッシュ型として，あっちの都合ち

ゅうたらいかんのやけど，ある程度の量がまとまって送ってこられると思うんです。

そういった場所の保管場所等はしっかりと確保できていますか。よろしくお願いしま

す。 

○議長（国清一治君） 野上参事。 

○参事兼企画総務課長（野上武典君） 救援物資などの受け入れにつきましては，災

害対応業務といたしましては，ボランティア同様，福祉援護部の業務となりますが，

災害発生から遅くとも３日以内の業務開始となります。状況に応じて，こういった業

務が２週間程度以上継続される場合もあると考えられます。 

 このための保管場所について，現在防災計画は候補地載っておりませんが，環境改

善センター，それから避難所となっていない公共施設，こういったものも候補地とし

て上げて，防災会議でお諮りして指定したいと考えております。 

 また，配布方法等につきまして，町内の運送会社との協定を現在協議中でございま

して，またその運送会社の倉庫等を保管場所の一つにというふうに候補地としても協

議をかけているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ５番議員。 

○５番（松田貴志君） 一つ一つ課題を解決しているという部分をよくわかりまし

た。今の話の確認なんですけど，現状で私が読んだ限りでは，防災計画の中で支援物

資等の保管場所は役場になっていると思うんです。私が何で今回言うたかっていった

ら，やっぱり役場では狭いん違うかと。やっぱり多くの，さらに業務を開始するに当

たって，そういった支援物資を整備しておく場所とはまた別のところで集積場所ちゅ

うんが必要なんかなと思い，ちょっと質問させてもらったんです。今の参事の答弁で

は，違う場所でそういった場所を確保しようとしている答弁聞けましたので，これに

ついては少しでも早目の指定ができるように確保して，そういった業者との話もある

と思いますので，推進をしていってほしいなと思います。 
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 続きまして，さらにこの受け入れの部分については，災害時に多くの災害廃棄物が

発生していると思います。現状において，防災計画では具体的な災害廃棄物の保管場

所というのは記されておりませんでした。現状で，もし災害が起こった場合はどのよ

うに対応されようとしているのか，答弁お願いします。 

○議長（国清一治君） 野上参事。 

○参事兼企画総務課長（野上武典君） 災害廃棄物の保管及び処理につきまして，現

在住民課において災害廃棄物処理計画を策定途中でございまして，一時保管場所につ

いても，公共用地等を中心に候補地を選定しつつあると聞いております。計画に基づ

いて３日以内に廃棄物の保管，処理業務を開始するということとしております。処分

については，勝浦町内に処分場もないことから，ちょっと長期間にわたるというよう

な可能性も懸念されますので，そういった場所についての候補地選定となろうかと思

います。 

 もしこれ以上の詳しくについては，また住民課のほうで確認していただきたいと思

います。 

○議長（国清一治君） ５番議員。 

○５番（松田貴志君） 今，参事も懸念をおっしゃってたように，やはり多くの廃棄

物が出て，さらには町内に処理場を有していないという現状の中で長期間にわたっ

て，この勝浦町内どこかにおいて保管しないかんような状況になると思うんです。そ

ういった場合に，ある地域では学校の校庭とかという部分使ったばっかりに，やっぱ

り子供の教育環境の部分に影響を及ぼす部分もあったと思うし，さらには場所によっ

たら，ある程度広さが要る部分なんで，グラウンド等もその計画の中に入ってくるの

かなという想定はしているんです。 

 そこで，今住民課長のほうでもうちょっと説明していただけるというふうなんで，

現状どのような場所が想定されていて，さらにはどういった部分を受け入れのキャパ

的な部分も含めて，ちょっと説明お願いできますか。 

○議長（国清一治君） 答弁の指定ないが，言うてるんやな。 

 住民課長。 

○住民課長（篰 和夫君） ご質問の件についてご答弁申し上げます。 

 先ほど参事のほうから答弁ありましたとおり，本年度災害廃棄物の処理計画をその
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策定をコンサルタント業者に委託しまして，進めているところでございます。ただ，

本町実際に平地といいますか，ヒラチっていうのが余りございません。ですから，い

きなり災害が発生した場合に，なかなかその候補地っていうのが少ない，すぐに使え

るというところが少ないかと思います。 

 災害廃棄物の一時保管場所としましては，熊本地震の際にテレビ等でもごらんにな

られた方たくさんあるかと思うんですけれども，不特定多数の方が無条件で廃棄物の

持ち込みのほうを行おうとしますと，後々の分別処理等が困難になりますし，また火

災等が発生するというようなケースもごらんになったことがあるかと思います。その

ようなことにならないためには，やはりある程度保管場所への入場が管理できるよう

な場所というのが必要になってこようかと思います。しかも，そこへの立ち入りとい

うのを制限する必要がございますので，人員の配置も必要であるというようなことで

あります。しかも，廃棄物の処理につきまして，種類ごとに分別管理ができるような

保管をしなければいけないということで，先ほど議員のほうからもございましたとお

り，かなり広い場所が必要になってこようと思います。そのために，一時保管場所っ

ていうのも，ある程度広い場所で公共用地ってのが必要なんでないかというふうに考

えられます。ただ，そのような公共用地っていうことになりますと，先ほど議員のほ

うからもご指摘ありましたとおり，学校のグラウンドでありますとか，どうしても限

られた場所になってこようかと思いますので，場合によりましたら，民間の用地を事

前にお願いをしておくと。もし何かあったときに，そこを貸していただけないかとい

うようなことも検討が必要になってくるのではないかというふうに思っております。 

○議長（国清一治君） ５番議員。 

○５番（松田貴志君） 多分確保するにはかなり苦労もされるのかなっていう，今の

話でした。しかしながら，廃棄物は，災害が起こった場合かなり出てきます。私が，

２年前に行った鷲敷でも，ごっつい出ていてました。あれを見たら，これどないなる

んだろうなって心配をされましたが，そのうちに徐々に処理をするに当たって減って

いくのやけど，やっぱり時間もかかるんですよね，処理するには。そこらあたり，な

かなか場所の選定は難しいと思いますけれども，今課長のほうがおっしゃったよう

に，選択肢として民間の方の土地も借りるっていう部分も言うてましたんで，そこも

含めて，なるべく行政なり，さらには教育なりに影響が及ぼさない場所の選定ってい
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うのを望みたいと思います。よろしくお願いします。 

 それでは，次の部分で，９月に実施されました全町一斉防災訓練において，勝浦町

は今回職員対象にしたＢＣＰ，業務継続計画に基づいた訓練を実施されたと思いま

す。 

 そこで，この訓練で得られた成果と課題について，参事より説明をお願いします。 

○議長（国清一治君） 野上参事。 

○参事兼企画総務課長（野上武典君） 今回，ＢＣＰの演習を行いましたが，まず各

課で行う災害時の災害対応業務と通常業務，これらを優先度を決め，業務に取り組む

時期，それから継続期間等を区分して，まず必要な業務が何であるかという把握する

演習を行ってきたところでございます。 

 全員がそれぞれの部署で協議して決定していくということで，災害時の業務で何か

らみずからが取り組むべき業務かということで，職員の頭の中で今回の演習によって

イメージできたのではないかと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ５番議員。 

○５番（松田貴志君） どの職員がどの部門にかわっても，同じように業務が遂行で

きるように，さらには継続できるように，やっぱり日々の訓練，さらには日々の想定

をしながら業務に携わっていくっていう部分が大事なんかなって私思ってます。 

 今回，業務継続計画に基づいて訓練されたということで，特に昨日の質問にもあっ

たんですけど，現在町外に43人の職員の方が住んでいるということで，災害起こった

ときには，やっぱり初動の部分では，仮に退庁，閉庁時の対応においてはなかなか対

応できない，すぐには対応できないような状況なんかなっていう部分もあるんです。

そこらあたり，どの時間帯に起こっても，あらゆる想定において対応できるような組

織体制，さらには実施計画的な部分もやっぱり必要なんかなと思いますので，今回こ

のＢＣＰっていう部分において訓練するに当たって課題も出てきたと思うんです。そ

の課題っていう部分をこれからどのように解決していくかっていう部分，少しずつで

もいいと思うんです。なかなか全てが解決できないと思うんで，ここらあたりはこと

したまたまそういった職員対象の訓練したと思うんですけど，やはり継続して来年度

以降もするべきやと思うし，年に１回と言わず，それこそ抜き打ちっていう言い方は
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おかしいんやけど，突然何かが起こったときにでも対応できるような，違う方法の訓

練ちゅうんもちょっと想定してもいいんかなって思います。ここの部分で，町長にも

お伺いしたかったんですけども，ちょっと後のほうにも時間を割きたいので，ここは

これで置いときますので，今後の取り組み，参事も熱心にされてますので期待してお

りますので，よろしくお願いいたします。 

 それでは，救急搬送業務についてちょっと話をしたいと思います。 

 この点について，来年の４月から救急救命士が同乗した救急搬送業務が開始されま

す。着々と，日本救急システムさんのほうは，勝浦町においての業務に向けて活動を

開始されていると思いますし，先日救急システムさんのフェイスブック見たら，ちょ

うど徳島のほうに来られて，日赤で講習を受けられたと，またその足で勝浦町にも来

て，救急車２台を現場で見られたという記事も載せられておりました。実際，美郷町

に伺って現場の方と話しする中で，意外と業務歴は短いんですけど，会社としてはし

っかりとした印象も受けましたし，やっぱり社長の誠実的な対応というんも好感が持

てましたんで，さらに美郷町の担当者の方の話を聞く中で，逆にこっちも不安になる

んやけど，いいことばっかりの説明だったんです。なかなか不安な部分っていうのが

出てこなくて，やはり住民に対しての対応も含めて，さらに安心・安全の向上という

部分に対しても，費用対効果の面においてもいいような話しか聞かなかったんで，す

ごく私は期待をしております。 

 そこで，４月から始まる運用体制，特にどういった人員体制になるのかっていう部

分と，さらに事務所を構えるといって話は聞いとんですけど，実際確定した事務所の

場所っていう部分について，さらには現状の救急隊員，今６名体制プラス１名で運用

してると思うんですけど，現状の救急隊員というのはどのような待遇，処遇のもとで

４月以降業務に携わるのかという部分についての説明をお願いします。 

○議長（国清一治君） 野上参事。 

○参事兼企画総務課長（野上武典君） 現在，この救急搬送業務，指導者を除いて，

救急隊員として６名を雇用して，１隊につき２名体制で救急搬送のみでございます

が，行っております。事務所は，ご存じのように，役場庁舎西側の救急詰所に24時間

待機し，救急要請に出動できる体制をとっているということでございます。 

 ４月からにつきましては，日本救急システム株式会社へ救急救命業務の委託をし
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て，現在の救急搬送業務に加えて，２名の救急救命士が救急車両に乗り込んで，患者

の救命活動を行いながら搬送するということとしております。 

 なお，救命士につきましても，24時間出動可能な体制をとっていただくということ

で，その待機場所につきましては，役場近く，救急詰所近くに事務所を借り受けする

予定といたしております。 

 現隊員の処遇ということでございますが，現隊員の業務量等につきましては，救命

士との連絡体制等について，要請が入った場合に何らかの通信手段で詰所に，あるい

は救急車に乗るように来ていただかなければならないんですが，そういった呼ぶとい

うような業務がふえるものの，基本的にはその後の業務は変わらないということで，

また専門家が乗車するということで，１隊の人数が４名にふえることとなりますの

で，負担については，今考えるだけでは，低減されるというふうに考えております。 

 しかし，現場では，救命士と一つのチームとして活動することとなり，救急救命士

からある程度いろんなことについて要請される場合もあろうかと思います。隊員の処

遇について，こういったこともまだわからない状況ということで，平成29年度につき

ましては，現状のままでということで，その後は業務の状況を見ながら検討したいと

いうふうに考えています。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ５番議員。 

○５番（松田貴志君） 確かに，業務を始めてみなければわからない課題というのは

いろいろ出てくるのかなって，私自身も感じております。その中で，現在の救急隊

員，今乗られている方々って，やはり待遇的にちょっと不安定な部分はあると思うん

です。無理を言ってという言い方悪いんかもわからんけんど，やっぱり賃金体系も比

較的責任ある立場としては安いような気もするし，さらには今後救急隊員が乗ってハ

ンドルを握るだけになるっていう部分で，確かに業務的には負担は減るのかなとは思

うんですけれども，けど同じような勤務体系，やっぱり24時間勤務で，さらに２日あ

けてまた勤務っていう，そういった体力的にもある程度苛酷なような状況の中で，現

隊員に対しての処遇，待遇っていう部分は，今回を通じていろいろ検証する中で見直

していくべきなのかなと思うんです。そこの方向性については，これからやっぱり課

題を洗い出して進めていくべきとは思うんですけれども，そういった，美郷町で言え
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ば，現在運転手に関して夜間の運転手の部分は民間に委託してます。昼間の部分は，

役場の職員が運転をしているという状況なんで，やはりそういった先行事例もありま

すので，そこらあたりとの協議もしながら，一番町的には安く，経費もかからず，さ

らには効率的に，安全に運行できるような体制を構築できるように，さらに努力をし

ていってほしいなと思います。 

 特に，その後の部分で，財源の部分をちょっとお聞きします。 

 美郷町では，地方創生の先行型，さらには加速化の部分の交付金を充てて，27年度

の3,066万円のうちの2,800万円，28年度に関しては7,250万円の全てがこの交付金で

賄われているんです。勝浦町においては，29年度以降どのような財源を当て込んで，

さらには今後についてどのように想定されているのかについてお答えください。 

○議長（国清一治君） 野上参事。 

○参事兼企画総務課長（野上武典君） 今回，救急救命業務を行うということで，お

よその費用につきましては，委託費用として6,000万円，これとは別に救急救命士が

病院などで研修する費用，こういったものを積み上げていく必要があろうかと思って

おります。また，救急救命士が救急車内で行った救命行為に対して事後検証を行う必

要がありますので，その費用についても別途必要になろうかと思います。また，救急

救命士が24時間待機する場所の家賃や光熱水費，さらに救急救命行為に必要な消耗品

等の費用が救急救命業務については必要な経費として上げられるものかなというふう

に考えております。 

 財源といたしましては，29年度から２年間につきまして，地方創生推進交付金とし

て約2,500万円の財源を予定しておりまして，その後は一般財源，それから過疎債の

ソフト事業といったことになる予定といたしております。 

 今後の課題といたしまして，２年後以降の財源確保と２カ所に分かれての運用とな

る詰所の統合，こういったことについて考える必要があろうかと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ５番議員。 

○５番（松田貴志君） やはり安心・安全を確保するためには，ある程度の財政負担

は仕方ないのかなって。それだけの町民のニーズもあるので，これはある程度お金が

かかっても，やっぱり進めていくべきやと思いますし，さらには充実もしてほしいな
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と思います。 

 移転，少し話出たんですけれども，やはり詰所的な部分の整備っていうんも今後必

要になってくるんかなと思います。そういった整備が図られた暁には，現在役場の職

員が宿直でそういった救急業務等の連絡を請け負う立場として宿直されていますよ

ね。そういった部分も，こういった日本救急システム，またさらには臨時職員を雇っ

ている部分にお願いできるのかなっても思うんです。そこらあたりも含めて，実際今

話した部分というのが，仮に詰所が統合できない，詰所ができなあかん話なんか，さ

らには来年の春からしようと思うたらできるような話なんかなっていう想像はできる

んですね，私自身。実際，実務上それってどんなですかね。できますか。 

○議長（国清一治君） 野上参事。 

○参事兼企画総務課長（野上武典君） 先ほど申し上げましたように，救急の体制が

救急救命士２名，それから救急搬送の運転手２名ということで４名体制と。美郷町も

同様だと思うんですが，今４名体制で出動しているということになりますと，夜間等

につきましては，あと詰所には誰もいないというような状況になろうかと思います。

こういった状況で，緊急通報が入った場合の対応ができないということになれば，ち

ょっと今のままでは難しいかなと。議員おっしゃるように，拠点の整備ができた暁に

は，おっしゃるように，緊急通報をそこで受けて，火災等の通報，ほかその他の通報

についても回していけるような状況を本来はつくるべきであろうかというふうに考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ５番議員。 

○５番（松田貴志君） 職員の負担軽減にもなりますし，今建物ができたらという分

もあったんですけれども，ここのところ，悪い言い方になるんですけど，箱物ばかり

先建てる構想ばかりが先行して，中身が伴わないことが多々見受けられますんで，そ

うでなしに，今ある施設を有効利用して，そういった救急業務プラス，さらには救急

連絡体制のシステムを入れられるような施設があると思うんですよ，現有のところで

も。そういった部分をちょっとでもお金かけんと，そういった効率化を図られるよう

な取り組みも必要なんかなと思いますので，その分野ちょっと検討してもらえません

か。これは私の要望なんで，聞いておいてください。よろしくお願いします。 
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 引き続き，救急隊員なんですけれども，来年から勝浦町に移住をしてくれることに

なると思います。特に，これから隊員が救急車の乗務員として町民の皆様にも理解を

してもらって，協力をしてもらう中での業務となると思うんです。そういった中で，

隊員が積極的に地域や住民とかかわる機会の設定という部分は，やっぱり行政は行政

でどんどんどんどん提供していくべきやとも思いますし，さらには今の美郷町の状況

を見ていると，積極的に救急システムの会社自体が取り組んでいるなという印象を受

けております。 

 そこで，現在移住を予定している救急隊員なんですけれども，宿舎の分散配置や，

さらには地域消防団への加入などができないかっていう部分についてお聞きしたいと

思います。これをすることによって，やっぱり地域の実情，さらには消防団に入るこ

とによって，私たち今消防団が気づかない部分，ほかから見た消防団の欠点という部

分も気づかされる部分はあると思いますし，やはり常日ごろから消防団員となって地

域の消防団員とかかわることによって救急救命業務に生かされる部分も出てくるのか

なと思いますので，これについても参事のほうより答弁お願いします。 

○議長（国清一治君） 野上参事。 

○参事兼企画総務課長（野上武典君） 地域に根差した運営の推進，これ議員におっ

しゃるとおりだと思います。町外から来られる，ましてや県外から来られる救急救命

士でございますので，いわゆる言葉の壁であるとか，地域のいろんな通称の地名，そ

ういったものについて早くなれていただく必要もあろうかと思います。このあたり

は，運転士との連携というものが非常に大事になってくるんかなというふうに考えて

おります。 

 それで，まず１点が，宿舎の分散配置については，これ費用について会社に預けて

おりますので，結果的に分散配置になるというようなことにはなろうかと思うんです

が，今予定しているところで，沼江であるとか，生名であるとか，あと棚野であると

か，そういったところを紹介はさせていただくというふうに，今用意しているところ

でございます。 

 それから，おっしゃっているように，溶け込むためにということで，それぞれの地

域への消防団への加入ということで，宮崎県でも美郷町でもこういったことをお願い

しているというふうに聞いておりますので，勝浦町でも会社に申し入れをしまして，
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消防団への加入ができないかといったような要望は要望していく予定といたしており

ます。 

 以上です。 

○議長（国清一治君） ５番議員。 

○５番（松田貴志君） 宿舎については，結果的に分散配置されるようなので，安心

もしました。特に，宿舎については，やはり年齢が若くて独身の方が多いという話聞

いてます。どこでもええっていうわけではないんだろうけど，勝浦町に移住したくて

来る人とはまた違って，仕事として来るので，ある程度の環境的な部分っていうの

は，住環境という部分は整える必要はあるんかなと思います。余り水回りが汚かった

りしたら，ちょっと若い子毛嫌いするやわからんし，そこらあたりで勝浦町のおもて

なしの心っていう部分はある程度あらわせる部分でもあるんかなって思いますので，

そこらあたりの配慮っていうのはちょっとしといてもらえますか。 

 消防団への加入について要望していただけるということで，私どももし仮に棚野に

そういった宿舎ができて住まわれることになったら，もちろん勧誘活動も行きます

し，積極的に取り組みたいと思います。絶対確信できるのは，相乗効果は生まれるの

かなとも思います，それによって。ただでさえ，消防団員の体制っていうのが，新規

の勧誘がなかなか進まない中，やっぱり一人でも二人でもそういった外部から入って

きた人の意見を聞く中で消防団が充実していくというのが必要やと思いますし，これ

からの消防団活動についても，専門的な知識を有した方が分団に入ることによって，

やっぱりスキルアップも図れるのかなっていう期待もしておりますので，これについ

てはできるだけ強く要望してほしいなと思います。 

 ちょっとここの部分で最後になるんですけど，救急救命体制がしっかりする中で，

今話に出た消防団体制っていうのは，今後どうなっていくのかっていう部分につい

て，やはり勝浦町も方向性を早く見出したほうがいいのかなと思います。消防団体制

で，私自身最近思うのは，消防の体制でいってもいいのかなって。その条件として

は，消防団員への待遇改善という部分も含めて，やはり防災の部分については消防団

にお願いする，さらには救急救命業務については民間委託するっていう方向性でええ

んかなって，私ちょっと感じているんです。しかしながら，今町の方針としては，広

域の消防体制っていうのは同時並行的に進められている現状であると思いますので，
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ここらあたりもなかなか理想と現実違う部分あると思うんで，早急にある程度町とし

ての方針を示すことによって，消防団員にも覚悟を持って，責任を持って今後の勝浦

町の防災活動に対して取り組んでもらうという意識づけにもなると思いますので，こ

こらあたりのこれからの消防・防災体制の今後の行方という部分について，町長のほ

うより，どのように取り組んでいかれようと思っているのかについてお答えをお願い

いたします。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 今回，救急救命士を宮崎県から来ていただいてやっていく

と。これは，若いお母さん方，強い要望もございました。本格的な常備消防とまでい

きませんけども，まず救急救命のほうの必要性を感じて，こうした組織があるという

ことで，今回来年の４月からできていくというようなことで大変ありがたいなと思っ

ております。 

 いずれにいたしましても，常備消防化に向けてというようなことを私も申し上げて

おりますので，それに向けて体制づくりも進めていきたいと。なかなか経費的にも難

しいところは十分ございますけども，町民の要望にも十分応えてやっていきたいとい

う考え方でございます。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） はい。 

○５番（松田貴志君） 私が言いたかったのは，町として姿勢を示すことによって，

日本救急システムに町の思いが伝わるんでないのかなって思うんです。一応，町長の

口からも常備消防体制に向けて今後も取り組む旨の答弁ありましたけれども，実際そ

れが実現した暁には，日本救急システムへの民間委託というのは必要なくなってくる

という認識でいいと思うんです。それを考えれば，ほんまにこの勝浦町に根を張っ

て，業務を将来的にも続けていくっていう確固たる基礎の部分が揺らいでいくってい

う部分にもなると思うんで，ここはなかなか決断しづらい部分であると思うんですけ

ど，今後の勝浦町の防災体制をしっかりとしたものにしていくには，やっぱり一日も

早くどういった防災体制にしていくかという決断はすべきでないのかなと思いますの

で，これについてはそれぞれ考え方があると思います。いろいろと私の話も参考にし

ていただいて，方向性を見出してほしいと思います。 
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 次に移りたいと思います。 

○議長（国清一治君） 一旦，休憩ですね。 

○５番（松田貴志君） ほうやな。 

○議長（国清一治君） 午後からでお願いします。よろしいか。 

○５番（松田貴志君） はい。 

○議長（国清一治君） 済いません，こちらの予定もそうなってますので。 

 議事日程の都合により休憩といたします。 

            午後０時00分 休憩 

            午後１時30分 再開 

○議長（国清一治君） それでは，休憩前に引き続いて会議を開きますが，昼から２

人半の議員さんの質問があります。答弁やっぱりちょっと長い人もありますので，簡

潔に答えていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 午前に引き続き松田議員の一般質問を行います。 

 ５番議員松田貴志議員。 

○５番（松田貴志君） 午前に引き続き一般質問を続行させていただきます。 

 申しわけありません。質問が要領を得んので，どうしても答弁が難しいことになっ

てる部分，私自身反省しております。 

 もう少し中身も詰めて，質問内容も精査してできるように今後とも努力しますの

で，昼からも引き続き簡潔な答弁のほうよろしくお願いいたします。 

 まず，子育てしやすいまちづくりということで，昨日の４番議員の質問にもありま

したとおり，現在勝浦町の小・中学校の通学路という部分においては，危険と隣り合

わせの，大変保護者の方からすれば危ないし，逆に道路を通行している方からも，慎

重に運転もならざるを得んし，やっぱり気をかなり使わなきゃいけないような現状に

なっているのかなと思います。ましてや子供にとっては命と死と隣り合わせのような

現状での登下校になっており，一日でも早くこういった状況を解決しなければならな

いというのは，以前より議会でもいろいろと意見，提言もされてますし，理事者の

方々におきましても同じような問題意識を持たれていることと思います。 

 まず，ここで建設課長に県道の改良状況等を聞こうと思っていたんですけれども，

この点については私自身ある程度把握をしておりますし，また後の質問者のほうでも
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同じ項目の部分がありますので，建設課長への質問は置いときます。 

 私自身把握している限り，現状においては，生比奈小学校の東側の工事が今年度あ

る程度進むような話も聞いております。しかしながら，その他の部分においては，町

長を初め，担当者それぞれが県に対して強い要望もしておりますけれども，なかなか

進んでいない状況でもあるのは現実です。 

 そこで，簡潔にお聞きします。 

 こういった，危険と隣り合わせのこの通学状況，思ったとおりに工事も進んでいな

い状況で，少しでもこの危険を減らす手段として，全庁一丸となって啓蒙啓発活動を

推進する体制づくりが必要だと考えます。そして，今後町として，また教育委員会と

して，保護者の不安解消，児童・生徒の安全確保にどのように取り組まれるのか，そ

れぞれお答えいただきたいと思います。 

○議長（国清一治君） 椎野教育長。 

○教育長（椎野和幸君） 子供たちの安全確保，保護者の安心供与ということだろう

と思います。 

 まずは，朝早くから棚野地区で自主的に子供たちの通学時間帯に立哨に携わってい

ただいております松田議員に御礼を申し上げたいと思います。ありがとうございま

す。 

 安全確保ということでありますけども，交通に関した安全確保には，ハード面の整

備が重要であると考えておりますが，一方ではソフト面での対応というのも欠かせな

いんじゃないかなというふうに思っております。学校におけるいろいろな交通安全教

室の開催，それから通学路の見回りや立哨，さらには自動車運転手への交通安全キャ

ンペーンの展開といったものがあろうかというふうに思っております。 

 勝浦町内では，そういった行動にご協力をいただいております２つの団体，議員の

代表であったり，交通安全協会の分会長であったり，小松島警察署の交通課長，さら

には町内２駐在所の署員の方，そして役場の担当課長等々で構成をされた勝浦町交通

安全対策会議，それからもう一つは，それに今の方々に地域交通安全活動推進委員さ

ん，それから小学校の交通安全母の会会長さん，保育所の保護者会会長さん，区長会

の会長さん，さらには老人会，青年会，婦人会といった会長さんの方々が加わり，さ

らには商工会であったりライオンズクラブの会長，そして県の整備局，ここからも加



- 174 - 

盟をいただいております勝浦町交通安全推進協議会というのがございます。そういっ

たところにも会議を持っていただいて，ソフト面から勝浦町の交通安全の確保という

ところを動いておるところでございます。 

 以上であります。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 特に通学時の安全ということにとりましては，勝浦町はよ

く私ども申し上げておりますように，子供は本当に町の宝的な存在でございます。そ

うした中での通学，非常に危険なところもございますけれども，上級生が下級生をリ

ードしながら交通マナーを守りながら通学をしているということも，一つの教育の一

環かなと思ったりもするとこがあります。それはそれとしましても，地域の方々初

め，多くの方々のご協力あればこその安全が守れているというようなことでございま

して，それ以上に，一つの団体をつくってというようなことも大事なんかもわかりま

せんけども，まずそれぞれの方に自覚を持っていただくことが何よりだというように

思っております。 

 町といたしましても，生比奈小学校の西側も，おかげさまで歩道も設置をする道路

の確保もできております。また，東側にとりましても，今現在拡幅というようなこと

も直接事業にも入っておるところでもございます。まだ十分安全でないところはござ

います。そうしたところで地域の方々のご協力いただきまして，県道でございますの

で，なお一層の事業促進にも私ども皆様方のご協力いただいて，一生懸命に取り組ん

でまいる所存でございます。 

 町道につきましては，町の単独の事業で十分できますので，危険なところはガード

レールつけたり，カーブミラーつけるなりして対応させていただいておりますので，

この点は十分ご了承いただきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ５番議員。 

○５番（松田貴志君） それぞれ答弁をいただきました。 

 私が欲しかったのは，なかなか工事が進まないという現状を見据えて，町としてさ

らに何ができるかという部分をこれからは議論していくべきでないんかなって思い，

質問させてもらってます。 
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 先ほど教育長の答弁の中で，キャンペーン的な部分，通行している車を運転してい

る方とかに対しての私はやっぱり啓発活動は一番やりやすいし，効果も発揮するのか

なと思っています。特に，以前にもここでお話しさせてもらったことがあるかもしれ

ませんが，勝浦町の県道を通行している方は，やはり上勝方面へ通勤される方，また

町内の事業所にもやはり通勤される方がいると思います。そういった部分において，

先ほど述べられましたそれぞれの会議，対策会議，また推進協議会等において，より

具体的にそういった事業所等へほんまに町一丸となって，地域一丸となって，子供た

ちの安全を守っていこうっていう，そういったスローガン的なものを掲げて啓発活動

を進めていくような取り組みっていうのが，やはりこれからは地道にでも続けていく

必要があるのかなって私自身考えているんです。それについては，お金もかかる話で

もありませんし，さらには冒頭述べたように，町民全員の意識が共有できている現状

で，やはりそういった思いを一つにして，町民また通行している方に投げかけていく

必要があるんでないんかなっていう思いから質問させてもらいました。現状，教育委

員会の取り組み，また町の取り組みもるる聞かせていただきましたが，しかし現状で

はその危険を具体的に減らしていくような結果にはなっていないとは思います。一番

最初に言うたように，なかなかこの県道改良が進まない中で，やはりもう一歩踏み込

んだ活動っていうのが，行動っていうのが必要になってくるんでないんかなって，こ

れが一番行政に求められているリーダーシップを発揮するっていう部分でないんかな

って私自身感じております。 

 最後に，この点に関して，町を代表しまして町長のほうより，やっぱり今のままで

はあかんっていう気持ちはもちろん感じておりますけれども，それやったら何か行動

を起こしませんかっていう部分において，何か町長の思いがあればお聞かせくださ

い。お願いします。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） ハード事業的な話からすれば，決して進んでないわけでは

ございません。部分的に県道でも何カ所かは工事もかかっています。その背景としま

しては，やはり地元の強い要請ちゅうんですか，要望ちゅうんですか，県に向かって

ともども，私どもも一生懸命何回となく県訪れて改良のお願いもしておりますけど，

やはり地域住民の方々の声っていいますか，直接やっぱり県のほうに聞いていただく



- 176 - 

っていうことも非常に大きなインパクトになることは確かでございます。そんなこと

にもご協力いただきまして，決して改良の事業に手をこまねいているわけでなしに，

一生懸命にやってるところでもございます。事業量については，そないに思うたよう

に短期間ではできませんけども，できるだけ早く改良によってその効果が発現できる

ように一生懸命やってまいる所存でございますので，どうぞご支援を賜りますように

お願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ５番議員。 

○５番（松田貴志君） 申しわけないです。私の言い方が悪いんかな。今，町がとっ

ている，特に町長等が県に出向いて陳情活動をしていただいているようなことは全く

否定もしておりませんし，やっぱり今までそれだけ動いてきた部分認めております

し，また今後とも頑張ってほしいと思ってます。しかしながら，町全体となってそう

いった企業を訪れて，やっぱりみんなで子供を守っていきませんかというパンフレッ

ト配って，この勝浦町内走るときだけでも５キロでも10キロでもスピード落としてく

ださいっていうような投げかけをしてほしいなって，そういった取り組みのスタート

をこういった協議会，また町の担当は住民課になるんかな，住民課を通じてとりあえ

ず進めていってもらえませんかという思いだったんです。なんで，多分そこらあたり

は同じ思いも持ってると思います。さらにお金かかる話でもないんで，そういった活

動が，きょう新聞記者さん来られているんですけど，仮に新聞に載ることによって，

さらに県へのアピールになると思いますし，やっぱりそれだけ危険と隣り合わせの通

学している子供たちを見かねた地域住民がそれだけ動いているっていうことをやはり

目を背けることなく真摯に取り組んでくれるように，県に向けてのアピールにもなる

と思うんです。なんで，ここらあたりはこれからの話になります。私自身，子供今通

学させてもらっている立場からしても，多分保護者の方，ＰＴＡの方も協力してもら

えると思いますんで，町長を初め，住民課長も初め，教育長も含めまして，やっぱり

町一丸となって，また議員も一丸となって，こういう啓発活動にソフト的な部分に多

少なりともエネルギーを注いでいくような形にしてもらえませんか。どうでしょう，

最後に。よろしくお願いします。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 
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○町長（中田丑五郎君） 私は，町としてって言うたら，どうしてもハードな事業

に，教育委員会はソフトな話かなと思って，そういう答弁をしたわけでございます。

春と秋の交通安全週間にも私どもも出かけていって，いろいろ普及啓蒙的な運動もや

っておりますし，またあと警察のほうからも学校に対しての安全教育指導もしていた

だいております。それ以上に，企業に訪問してお願いするというのも一つの手段かな

と思っておりますので，どうか担当課とも十分協議しながら，円滑にできますように

お願いを申し上げる次第でございます。ありがとうございます。 

○５番（松田貴志君） 済いません。ちょっと最初に訂正しとかないかんかったんで

すけども，教育長が，私が自主的に立哨されてるようなことを言うてくれたん，大変

ありがたいんですけど，あれ当番でさせてもらってるんで。すごいボランティアでし

てくれているのは，棚野の河野精二さんが週に２回ボランティアで立ってもらってま

す。多少は，お金出よんかな。どちらにせよ，ずっと長い間してくれてますんで，私

は月に１回あるかないかぐらいのペースでさせてもらっています。やはり，けど，そ

こですることによって，今提言させてもらったように，通勤している方の意識さえ変

われば，危険度ってぐっと下がってくるんかなって，ほんま思うんです。教育長，前

通ったときに，多分ようあのカーブのところで車とすれ違うたりするときに，ちょう

ど子供とかがあの辺来たとき気持ち悪いと思うんです。子供なんで，どういう行動を

起こすかわからんし，さらにはあのあたり猫とかがようけ住んでて，飛び出したとき

に，そらハンドル切りようによったら，ほんま子供がおるところに行くかもしれませ

ん。そういったことを少しでも危険度を減らすためには，やはり５キロ，10キロ，さ

らには制限速度を30キロぐらいにでもしてもらってもええぐらいの勢いで，みんなに

マナーを守ってもらって，さらにはそういったルールが厳格化されるような形で反映

できたらええのかなと思ってますので，町長前向きな答弁いただきました。これにつ

いては，ハード，ソフト両面で，今まで以上……。今まで以上つったら欲張りかな。

今までどおりに継続して努力してほしいなと思いますので，よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは，最後の項目の学童保育の充実に向けてというところに入らせてもらいま

す。もう一丁あるのか。 

 これについては，以前より３番議員，６番議員から質問が投げかけられて，学童保
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育の運営という部分については，福祉課長から運営体制の話であるとか，やはり生比

奈と横瀬の料金の格差であるとか，さまざまな議論がされてきたことと思います。 

 そこで，まずここで１点目お聞きしたいのは，私，以前の議会でも言わせてもらい

ました，徳島県としては４月から第３子の学童保育料の無料化を制度化しておりま

す。しかしながら，現在勝浦町では取り組まれておりません。これについては，さま

ざまな課題，問題があるとは思いますけれども，何でできていないのかという部分に

ついてをお聞きしたいのと，それと今後に向けて町としてどのような対応をされよう

と考えているのか，福祉課長の答弁をお願いします。 

○議長（国清一治君） 大西福祉課長。 

○福祉課長（大西博己君） 28年度に県の支援制度要綱が出たのは事実でございま

す。その後の県の主管課との詳細，具体的なやりとりは省略させていただきますが，

28年度現段階では，県費負担の予算措置及び具体的な運用条件も未確認の部分もござ

いまして，近隣市町村とも連絡をとり合いましたところ，規模の大きい市以外は，大

半が今現在様子見の段階でございます。最もネックとなっておりますのが所得制限の

問題でございまして，現状の運営体系では学童クラブ独自で保護者から同意書をもら

って所得を調べねばならないため，この所得制限を設定して県費負担の要件どおりに

するか，あるいは解除して，県費負担を断念するかの選択で近隣周辺町村の様子を見

ているというのが現状でございます。 

 もう一点，保育料等のことで，両クラブとの調整が今も継続されておりますけど

も，この制度にいたしましても，該当するのが今現在両クラブで57人中28人が該当し

ます。ということは，あとの半分の29人は，何らかの恩恵はこうむらないと。もとも

とは，両学童の理事組織を統一して，学童保育料を適正なものにするという順序で作

業を進めてまいりましたので，全然自分やは恩恵がないというのも不公平なという少

数の意見もございます。そのあたりで，実施するにしても，両クラブとの調整が必要

で，いま少し調整してからのという状況で，県の要綱どおりにスタートできてないと

こが現状でございます。 

○議長（国清一治君） ５番議員。 

○５番（松田貴志君） ちょっと言い方にとげがあるかもしれませんけれども，聞い

ていたら，できない理由ばっかりを並べて，どうやったらできるかっていう前向きな
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話でないんかなって思います。実際，県がこういった制度を創設はしましたけれど

も，町の負担が２分の１という，やはりちょっと県があれだけアピールした割に市町

村の負担は大きいんかなという，私自身も感じております。しかしながら，今説明さ

れた所得制限の話に関して，さらにそれぞれの学童の料金の調整の話に関しまして

も，そこはやっぱり以前より宿題になった部分を解決されていない福祉課，また町の

結果責任であるような気がするんです，私自身。 

 そこで，ここはやっぱりリーダーシップとってもらって，町長がするならすると。

町が，それだけ飯泉知事が子育て支援に積極的になって，今回こういう形の学童保育

っていう部分の充実策を示されたわけでありますから，市町村は市町村でそれに応え

るべき部分もあると思うんです。課長，言いよったように，なかなかほかの市町村も

いろいろ問題があって取り組めていない状況だからこそ，これだけ勝浦町，子育てを

充実させて町長自身も子育て支援の町として，子育てに手厚い町として，いつもいつ

も積極的に取り組まれて，またＰＲもしてこられた立場としては，ここは積極的に障

害を一つ一つ取り除いて，一日でも早い実施に向けてやっぱり取り組むべきなんかな

って，私は思います。これについて今後，今課長はなかなか難しい旨の説明はされて

おりましたけれども，やはり県は県で実施してほしいっていう部分もあると思うんで

す。それによって，勝浦町の学童保育についても多少なりとも財政的な負担も軽減さ

れますし，また働くお父さん，お母さんからしても，この部分については多少，第３

子以外の方が恩恵をこうむらなくても，そこらあたりは多子世帯への補助ということ

は割り切って考えてもらえるのかなと思いますので，ちょっと積極的な取り組みをし

てもらえませんかね。ちょっとご見解をお聞かせください。町長，お願いします。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 課長のほうからの説明もございました。私にとっては，総

合戦略でもうたっておりますように，若い世代の方々の希望をかなえるという，その

中にも子育てというのも入っておりますし，保護者の負担軽減を図るということにか

けては，県下では私は決して引けをとるもんでもございませんし，積極的におくらせ

る必要のないもんまでおくらせていくというようなことはしませんので，積極的にで

きるものは先駆けてでもやりたいというところでございます。そんなところのことで

ございます。あとは，また後はあるんか……。いろいろとある話もございますので，
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そうしたところはやっぱり解消していかなんだら不公平感が出るっていうんも一つの

大きな課題かなと思っておりますんで，そうしたことを取り除いていきまして，一日

も早い対応ができますように取り組んでまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ５番議員。 

○５番（松田貴志君） そうなんですよね。町長の思いっていうのは，そのまま強く

担当課長にお伝えいただければ解決できると思うんです。課長も頑張っておられると

思うんですけど，やはりもう一歩足らんのです。調整せないかんことは，できんこと

ないと思います。後の質問にもちょっとかかわってくるんですけど，現在両学童保育

っていうのが保護者会で運営されてるんです。保護者会っていうんは，私たちの立

場，子供を預けている立場の人が保護者会をつくって，その保護者会が今指導員さん

を雇っている状況なんです。それって，けど，保護者にそれだけ負担をかけているっ

ていう状況っていうんは解消するべきやし，以前にもそういった議論あったと思うん

です。けど，この間やはりいろいろ調整が難しいのか知らないけど，なかなか前へ進

んでいない状況です。これについて，この間質問したときには，やっぱり課長も努力

していくっていう部分も言うてもらえました。現実に，私は，横瀬小学校のたけのこ

クラブっていう学童に子供を預けているんですけど，やはりそこの指導員さんへの負

担もかなりふえてきたり，指導員さんの雇用状況が不安定で，なかなか募集しても来

てもらえんような状況もあるんです。そういったことも含めて，ある程度両学童を統

一したような形で，事務主体っていうのをやはり保護者会からある程度法人格持った

ようなところにこの際委託するべきでないんかなと思うんです。それをすることによ

って，先ほどの所得制限の把握に関しても，さらには両方の学童の料金の調整に関し

ても，さらに指導員さんの交流，さらに指導員さんが研修に出かけるときは，片方の

指導員さんが応援に行くなり，そういった相乗効果っていうものも生まれてくるんか

なと思います。ほんで，これについて今いろいろ課長汗をかいていただいておると思

います。現状どこまで話が進んで，運営主体を保護者会からどっかに委託するような

形がとり得るかどうかっていう部分についてちょっとお聞かせください。 

○議長（国清一治君） 大西課長。 

○福祉課長（大西博己君） ご質問の趣旨は，学童クラブの運営主体を法人格を有し
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た団体に運営委託するという将来目標でございますが，今現在現場の事務のほうで一

足飛びで全て実施するというまで調整はできておりません。少なくとも，片方のクラ

ブの事務が相当不安になっておりまして，指導員だけでは賄い切れないという事態が

発生しております。そのあたりは，何らかの形で支援はするということで，片方の学

童クラブと具体的な調整には入っておりますが，もう他方のほうは，まだそちらのほ

うは，そこまでしなくても自分たちでできるという意見もございますので，そのあた

りの両クラブの調整はとりたいというのが正直なところでございますが，それ以上に

他方のクラブのほうがその事務のほうで難が生じているというのを救済するのも優先

するべきと考えております。 

 以上です。 

○議長（国清一治君） ５番議員。 

○５番（松田貴志君） 方向的には，やはり一元化して，そういった法人格持ったと

こに委託すべきと私は思うんです。片方が指導員さんがそれぞれ，両方ともやけど，

現状会計も全部してもらってます。けど，指導員は指導員として子供と向かい合っ

て，子供への対応に集中してほしいと思いますし，継続性の観点から，やはり保護者

会が持つよりは，どこか法人格を持ったところに委託するほうが安定もしますし，委

託する町としても安心なんかなって，私自身感じますので，この点について，課長に

はこれからも顔を合わせるたび言いますので，町長からもどうなっとんなっちゅう

て，折に触れ確認してください。なかなか進んでないんですよ。それによって，この

無料化もやっぱり実現してない理由の一端になってると私自身感じてますので，この

点についてはどうかと認識しておいてほしいなと思います。 

 最後の部分です。 

 地方創生の総合戦略には，今後５年間，でなしに４年間になったんかな，に200人

の子供の出生数を確保するということになってます。しかしながら，ここ27年度，

28年度においては，その200人を達成するには少し厳しいような現実の数字が出てき

ております。数字だけで結構ですので，27年度，28年度，何人生まれているのかとい

う数字お願いします。 

○議長（国清一治君） 大西課長，簡潔に。 

○福祉課長（大西博己君） 27年度の出生者数，転出した者を除きますと，16名でご
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ざいます。28年度は，29年来年３月末までの母子手帳を確認分までで29名，おおむね

19年度から26年度の10年間あたりの水準に回復はしております。 

 以上です。 

○議長（国清一治君） ５番議員。 

○５番（松田貴志君） ５年間で200人ということは，１年間に40人です。もとの水

準に戻ったんでは，追いつかんのですよ。実際，これからこれを200人の水準に持っ

ていこうと思えば，やはり50人近くまでこの数字を持っていかなければいけないと思

います。しかしながら，現実的にそれは無理っていうのは私自身も感じております

し，これだけ町長が頑張っていろんな子育て支援のメニュー，さらには定住対策のメ

ニューをさまざま取り組んできても，やはり伸びからいえば難しいような現状ってい

うのがあると思うんです。 

 そこで，最後に町長にお聞きしますが，やはりこの200人っていう数字を現状のま

ま置いといて，さらなる充実策をこれから講じていくのか，それか，この200人とい

う目標をある程度軌道修正して，身の丈に合ったっていうんおかしいんやけど，やっ

ぱり今の実情に応じたような取り組みをこれからも継続されていくのかっていう部分

について，町長の思いをお聞かせください。 

○議長（国清一治君） 中田町長，簡潔に。 

○町長（中田丑五郎君） この点につきましては，200人という目標が身の丈以上と

いうようなわけでなしに，大きな目標持ってやっていきたいというようなことも一つ

の要因でございます。できるだけよその町以上に誇れるような子育て支援策を講じ

て，一人でも多くの方々に勝浦に住んでいただき，また安心して子育てしやすいまち

づくりに取り組んでまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ５番議員。 

○５番（松田貴志君） 最後になります。 

 今町長言いよったように，実際県下においてもトップクラスの子育て環境と思いま

す。それを，あとは町長がどれだけ発信していくかという部分にかかってると思いま

すので，今後とも引き続き努力をしていただきたいと思います。 

 きょうは11月22日，いい夫婦の日です。私自身，帰って，妻においしい料理を食べ



- 183 - 

さそうと思っておりますので，皆様も，一言日ごろのねぎらいを奥さんにかけていた

だきたいと思います。終わります。 

○議長（国清一治君） わかりました。 

 以上で５番議員松田貴志君の一般質問は終了いたしました。 

 次の質問者の準備のための小休をいたします。 

            午後２時00分 休憩 

            午後２時01分 再開 

○議長（国清一治君） それでは再開します。 

 ９番議員井出美智子君の一般質問を許可します。 

 井出美智子君。 

○９番（井出美智子君） 議長の許可をいただきましたので，質問を始めさせていた

だきます。 

 先ほどの５番議員の質問の後を引き継いで，ちょうどいい内容になっております。 

 勝浦町で生まれた赤ちゃんや保護者を応援するためにベビー用品をレンタルする制

度を設けてはどうかという質問でございます。 

 これは，子育て用品の使用期間は大変短いものでございます。全国の自治体では，

乳幼児の健全な育成支援と子育て家庭の経済的な負担軽減のための貸出制度を設けて

いるところが多くございます。それで，勝浦町でもぜひ取り組んだらどうかというこ

とを質問いたします。 

 先日，女性議連の研修会で美波町へ伺ったときに，偶然海陽町の広報を目にして知

ったことでございます。海陽町では，平成28年４月から赤ちゃんや保護者の応援のた

めのベビー用品の無料レンタル制度を始めております。勝浦町も，以前はチャイルド

シートの貸し出しを行っておりましたが，それを中止しております。たしか，５番議

員も再開してほしいという質問を過去にしたことがございますが，いまだ実現してお

りません。先ほども，子育て支援では県下では一番ではないかと勝浦町は考えており

ましたので，やはりこういった制度もぜひ取り入れていくべきではないかと思って質

問いたします。課長，どうでしょうか。 

○議長（国清一治君） 大西福祉課長。 

○福祉課長（大西博己君） ベビー用品のレンタル制度の創設についてのご質問だと
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思いますが，子ども・子育て支援事業計画策定時や子ども・子育て会議，あるいは子

育てセンター改築に伴う関係者からさまざまなニーズを得る機会があり，まさに議員

ご提言のプランを提案した経緯もございました。そのときの若い保護者の意見でござ

いますが，親族や知り合いからお下がりを譲り受けたり，知り合い同士の用具のシェ

アリングには負担軽減になってとてもよいのですが，全然知らない人，不特定多数の

知らない人が使用したものを自分の，特に子供，特に乳幼児に使わせるのには抵抗が

あるというのが，若い保護者のご意見でございました。 

 以上です。 

○議長（国清一治君） ９番議員。 

○９番（井出美智子君） そういうふうにお答えできる方は，やはり経済的にベビー

用品を全て買う経済力があって，ゆとりがある方のお話だと思います。今の若い世代

は，給料が安くて，毎日の生活が大変だという世帯もおいでるわけです。だから，い

ろんな世帯，そういったことを借りたくないって言う人は，それとそういうふうなネ

ットワークを持たれている方は，そういうふうに十分できると思います。私が提案し

たいことは，そういったネットワークも持たない，それから新しくベビー用品も買う

ことができない，そういった方も安心して勝浦町で赤ちゃんが産んで育てられる，も

う少しきめの細かい施策を用意していただいたらいいんではないかという提言でござ

います。 

 それで，もう少し調べてみますと，丸亀市が社協を通じてリユース，子育て用品を

お譲りいただける方を募集していますということで呼びかけております。買ったけ

ど，あっという間に使わなくなった，うちの子には合わなかったけど，捨てるのはも

ったいない，おうちに眠っている，まだまだ使える育児用品はありませんか，今必要

とされている方へリユースして，有効活用いたしますと呼びかけております。その中

で，一つは無償で譲っていただけるもの，もう一度使用することが可能なもので，汚

れを落としてきれいにしたもの，物品の状態や在庫状況によっては受け取りできない

場合もありますとあります。だから，これは誰それさんから寄附いただいたものです

という，使用者を明確にすることもできますし，新しく子育て交流センターが立ち上

がるのにあわせて，こういうのを要りませんかっていう，そのネットワークを通じて

やりとりをできるパターンも設けるし，それからそういうネットワークを持たない人
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のためにも，丸亀市のようなきめの細かい施策をぜひ設けてもらえないかという提案

でございますので，ぜひ検討いただけたらと思います。 

○議長（国清一治君） 担当課長。 

○９番（井出美智子君） はい。 

○議長（国清一治君） 大西課長。 

○福祉課長（大西博己君） 確かに，生活にゆとりのある人ばっかりではございませ

んし，特に生まれたばっかりの子供を抱える若い保護者の方というたら，最も恐らく

収入等が少ない時期だろうと思います。 

 先ほど，不特定多数の知らない人のものは，やはりちょっと抵抗があるということ

に関しまして，さらに突っ込んだ意見を現在一番利用者の団体でございます，はぐく

みクラブ等でも議論いたしましたところ，今度新しくオープンする子育て交流支援セ

ンターは，今現在利用しとる人だけでなく，町内全ての保護者が親子で気軽に利用で

きるような施設にしてほしいと。そうなれば，利用者全員，できれば町内で保育所と

か行ってない人は皆利用していただいて，町内の親子が全員が利用するようになれ

ば，全員が知らない人ではなくなります。全ての利用者が知り合い同士という形にな

りますので，その中で希望があれば，利用者同士でレンタル，シェアできる仕組みも

活動内容の中に盛り込みたいと考えております。その際には，具体的に提案いただき

ました海陽町の子供愛育事業や京都府精華町のにこにこ子育て応援事業，さらに今伺

いました丸亀市のリユース制度等，また具体的例を提示いただきましたので，いろい

ろと参考にさせていただければと思います。 

 以上です。 

○議長（国清一治君） ９番議員。 

○９番（井出美智子君） ありがとうございます。 

 子育て支援センターを本当に全町の子育て世代，それから私たちのような孫を育む

世代にとって有意義な場所にしていただく決意を述べていただいたように思います。

ぜひこういった施策も取り入れていただきたいと思います。 

 そこで，もう少し重ねてお聞きいたしますが，板野町では2016年４月から幼稚園

156人，10月から保育所174人を保育料を無料化することを決定しております。これ

は，板野町の合計特殊出生率が0.94で，全国が1.42，県が1.46ということで，かなり
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落ちるということで，思い切った施策をとっております。一般質問の通告を出した後

にこのニュースを耳にしまして，しまったと思って，後から町長に言いますよって言

うたんですけど，口ではやめてくれって言ったんですけど，顔は笑っておりましたの

で，やっぱりこれは言わなければならないなと思っております。課長にお聞きします

が，勝浦町の合計特殊出生率っていうのは幾らか教えていただけますか。 

○議長（国清一治君） 大西課長。 

○福祉課長（大西博己君） 先ほどの質問の関連質問というふうに理解しまして，直

近の人口動態統計特殊報告による数値は，1.39でございます。 

○議長（国清一治君） ９番議員。 

○９番（井出美智子君） 板野町よりはかなりいい数字で，県の平均にあと少し，全

国には本当に0.03ですから，５年間で200人，これをクリアするために，先ほども町

長は，よその町以上に誇れるような施策で取り組んでいきたいと，５番議員の質問に

答えておりました。当然，勝浦町でも県下一を誇る施策ですから，板野町に負けじと

検討すると思っておりますが，町長は特殊出生率を目標をどこに置いて今後取り組ん

でいかれるおつもりか，お答えいただきたいと思います。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） ちょっと済いません。 

○議長（国清一治君） 小休します。 

            午後２時12分 休憩 

            午後２時13分 再開 

○議長（国清一治君） 再開します。 

○町長（中田丑五郎君） 人口ビジョンを立てるときに目標は立てたと思うんですけ

ども，具体的な数字，ちょっと今忘れております。 

 いずれにいたしましても，この件につきましては，先ほど５番議員にもいろいろ

200人の話が出ておりましたので，できるだけ目標に向いて一生懸命取り組んでいく

というような話でございます。 

 この保育料の無料化ですね，この話が果たして，全然やってないわけでもないし，

３人目や５歳児の無料化を既に実施もしておりますし，決しておくれているわけでも

なし，板野の背景とは若干違うんじゃないかと。出生率が低いから，それに対する施
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策として持っていったんであって，うちは1.39あるよと言いたいところなんですけど

も。そんなところで，保育料の無料化っていうのはなかなか財政的にもどんなんか

な，わかりません。十分検討させてもらわなんだらできん話やけど，大変難しい話で

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ９番議員。 

○９番（井出美智子君） 財政的なことでございますが，これは徳島新聞の新聞報道

によりますと，板野町では保育料は700万円の負担です，幼稚園の156人で。10月から

の保育所の174人は2,400万円の負担です。子供の数からいえば，勝浦町はかなり少な

いので，金額はこんなに大きな負担にはならないと思うので，きっと町長は課長に検

討するようにと，この質問の後指示するということを確信して，いつものように次に

移ります。 

 課長も笑っておりますので，検討することでしょう。 

○議長（国清一治君） はい，了解や。 

○９番（井出美智子君） 提案しておけば，４月ぐらいにはいい話にいつもなってい

るので，きっと……。一般質問のときにやりますって答えてくれれば，徳島新聞は大

きく載せられるんですが，このときに答えないから，いつもちっちゃい扱いになっ

て，いつもすごく残念だなと思うことは，ここで確認しておきたいと思います。 

 次，２番目のクローラー用園内道舗装に補助をということで，２番目の質問に移り

ます。 

 今，みかん取りのシーズン真っ最中を迎えております。ことしは，温い雨が続い

て，ちょっとこの後も天候が安定しないので，順調なみかん取りになるか心配してお

りますが，昨年の高値販売に続いて，今年度も極早生，早生と，順調な販売状況が続

いております。これは，夏の気象条件がハウスみかんに近いような栽培条件になっ

て，甘いみかんができて，例年だと11月のこの時期からちょっと早生みかんの値段が

暴落するんですが，おいしいみかんのおかげで値段が下がらずに続いているなと，生

産者はみんな喜んでおります。でも，勝浦町は，今まで町単で手厚い補助制度があ

り，みかんの生産者は大変感謝しております。感謝しておりますが，もう少しこうい

うふうにしてほしいということで，高齢化するみかん農家の生産者を応援して，そし
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てとっても楽しんでみかん栽培が続けれるように，もう少しこういう風な制度を取り

入れてほしいということで質問したいと思います。 

 みかん取りで一番大変な作業は収穫したみかんの運搬です。少しでも楽に作業でき

るようにすることが大切です。町単のさまざまな補助事業のこういった中に土地基盤

整備事業の園内道舗装補助事業というのがございますが，それは幅員が１メートル以

上，傾斜15度以上であれば可とするとなっておりますが，これでは，この幅が確保で

きないようなところ，それからこんだけクローラーとかモノレールとか，ここまで幅

は必要ないんだけれども，最近の大雨によって斜面が崩れていくのを防いで，みかん

を運ぶのに少しでも軽減するために，１メートル以下でも舗装に補助が出るようにし

てほしいという生産者の声がございます。作業道確保のために，これだけ広さが必要

ではないけれども，もう少しきちっと運搬作業を楽にするため，それから作業道を確

保するためにも，崩れますからね，舗装してないところは，雨のたびに石垣が崩れた

り，作業道が崩れたりして，本当に作業自体がだんだんと，年々と畑も荒れて，厳し

くなりますから，ちょっとそれを舗装して補えば続けられる，畑も守られるという実

情がございます。ぜひこの適用条件を緩和して，補助要件をぜひ見直してほしい，ぜ

ひとも労働力軽減につなげて，皆さんに活用できるような補助制度に直してほしいと

いう声がございます。いかがでしょうか，課長。 

○議長（国清一治君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 町単の農業補助事業の園内道についてご質問をいた

だきました。 

 まず，現在の要件でございますが，議員からも今質問がありましたように，一般的

に運搬の作業の効率化を進めるために，軽トラック等の運搬車を想定した幅員２メー

ター以上で延長20メーター以上の農作業道の新設舗装工事を補助対象事業としており

ますが，平成26年度以降ですけれども，急傾斜地のために２メーターの園内道を施工

すれば果樹園が大幅になくなるというような場合も想定されますので，車道を整備す

る，２メーター以上の確保ができない場合は，幅員を１メーター以上であれば，園内

道の舗装の補助要件を満たしていったのが，今の現状でございます。 

 議員のご質問は，この幅員等の要件をさらに緩和できないかといったご質問をいた

だいたかと思っております。 
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 急傾斜地の果樹園での収穫作業ということで，私も休日には何度か収穫作業を体験

しておりますし，イメージとしてはある程度理解はできるところはあるんですけれど

も，今後クローラーや一輪車，また歩道も含めた作業道の舗装といったことになるん

だろうと思いますけれども，運搬作業の実態や作業効率上の必要性も含めて，みかん

の専業農家を対象に調査をしたいと考えております。 

 以上，答弁とさせていただきます。 

○議長（国清一治君） ９番議員。 

○９番（井出美智子君） 調査をするだけですか。ここで答えをいただきたいのは，

調査をして，ぜひ町民の皆さんのご要望にお応えしますというまでの答弁を期待して

おりますが。町長は，以前にも，この後のみかん農業を持続させるため，今後ともも

うかる農業を目指して産業振興に取り組んでいきたいというふうに答弁を実際にされ

ております。課長は調査すると答えましたが，町長はそのもう一歩踏み込んだ答えを

私は希望しているんですが，いかがでしょうか。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 議員からの収穫時の労働力の軽減というようなことでござ

います。私も実態が十分把握できてないところもございますし，農業の担い手の高齢

化等，収穫時の負担軽減というふうなことは必須の条件かもわかりません。といっ

て，きょう議員がご指摘のクローラーをこれを補助していくとか，そんな簡単にやり

ますというような話も，今課長が言ったような調査等もしながら，多くの方々のお話

も伺って，要望が多ければ，やはり町単補助等で担えるんだったら，使いやすいよう

な体系に補助の体系を変えていかなければいけないというふうなこともございますの

で，そんなことも検討させていただかなければ，直ちにここで，はい，わかりました

というような，町の経費負担となってまいりますので，その点は十分ご理解いただき

たいと思っています。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ９番議員。 

○９番（井出美智子君） ありがとうございます。十分なお答えをいただきました。

だって，要望が多ければ変えていかなければならないと，今はっきり町長の口から述

べられましたので，課長，安心して，しっかり要望を町民の中に入って聞いていただ
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くようにお願いして，いい答弁をいただいたということで，さっさと次に移ります。 

○町長（中田丑五郎君） 井出さん，そんなん言よったら，訂正させてもらいます，

言葉尻捉えて言うたら。検討はしますけども，課長検討するって言うたよね無視した

わけじゃない。その点をご理解いただきたいと思います。 

○９番（井出美智子君） 十分理解しております。 

○議長（国清一治君） はい。 

○９番（井出美智子君） 議会事務局長に質問は45分で終わるようにというプレッシ

ャーをかけられておりますので，先ほどから時計をにらみながら質問をしておりま

す。切り上げも，すごく速く行っておりますので，答弁も課長からもいい答弁いただ

いたし，福祉課長からもいただいたし，町長からもいい答弁をいただいたので，足取

り軽く３番目に移ります。 

 ３番目は，臨時職員の年休を労働基準法どおりにという質問でございます。 

 勝浦町の臨時職員は何人ぐらいおいでになるか，参事ににお尋ねいたします。 

○議長（国清一治君） 野上参事。 

○参事兼企画総務課長（野上武典君） 勝浦町の臨時職員でございますが，全体で

47人で，地域おこし協力隊を含めますと，50人でございます。 

 うち，企業会計で病院関係の臨時職員が17名，一般会計等から支給した職員が33人

ということになっております。 

 ちなみに，正規職員数は……。失礼しました。 

○議長（国清一治君） 聞いたことだけ答えてください。 

○９番（井出美智子君） ありがとうございます。 

 きのう，たしか正規職員は111人と，私はメモしております。これを見ると，３分

の１が非正規職員という，ほぼ３分の１まではいかないけども，ほぼ３分の１近くが

非正規職員となっております。厚生省の調査によりますと，2014年10月１日時点で国

全体の非正規職員は初めて４割を超えて，これは働く貧困層と言われるワーキングプ

アも国税庁の調査で史上最多の1,139万人で，全労働者に占める割合が24％，４人に

１人。勝浦町は，これを超えますよね。これらの非正規職員の多くの人が正規と同じ

仕事をしているのに，賃金は半分から６割程度で，雇いどめによる雇用不安などで働

いております。労働者全体の賃金を押し下げて，貧困と格差の原因となっておりま
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す。何よりも，これは国民の消費を抑えて，景気回復を妨げていると言われておりま

す。自治体においても同様ということが，この人数でも確認されたわけでございま

す。この非正規職員の処遇改善の上で労働基準法と総務省が非正規職員の雇用や賃金

など処遇改善のために2014年７月４日に通知した７・４総務省通知が欠かせないと言

われておりますが，労働基準法と，この７・４総務省通知についてどのようにお考え

か，参事にお聞きしたいと思います。 

○議長（国清一治君） 野上参事。 

○参事兼企画総務課長（野上武典君） 労働基準法と2014年，平成26年７月４日の総

務省通知でございますが，勝浦町の実は臨時非常勤職員の職員の運用の扱いについて

ということで，平成26年10月１日から各課長に企画総務課長宛てで文書を発出し，そ

のときから年次有給休暇の付与について運用を開始を始めているということでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ９番議員。 

○９番（井出美智子君） 臨時的任用職員運用の取り扱いについての通知のことでご

ざいますか。この年次有給休暇に関する事項を追加し，次のとおり運用しますのでお

知らせしますという文書がここにございますが，勝浦町の臨時職員の年次有給休暇の

とれる日数をここに書いてあるのがございます。これを見ますと，労働基準法どおり

になってないのではないかということを指摘したいと思います。 

 ７・４総務省通知には，臨時や非常勤のうち，労働基準法上の労働者に該当する者

に係る勤務条件の設定に当たっては，最低労働基準である労働基準法の規定を踏まえ

て定めるべきであるとしております。また，法律上の規定を下回っている場合は，法

律の趣旨に合致するよう，速やかに制度を整備すべきであるとしております。これを

見ますと，任用期間が３カ月から有給休暇が勝浦町の場合は１日で，４カ月で２日，

５カ月で３日，６カ月で４日で，12カ月で10日とれるとなっております。それ以上の

規定がないわけです。これは，どうしてでしょうか。 

○議長（国清一治君） 野上参事。 

○参事兼企画総務課長（野上武典君） 臨時職員の任用につきましては，まず６カ月

間の雇用契約ということで，普通４月から９月いっぱいまでと。10月１日からまたい
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わゆる雇用契約を６カ月延長しまして１年間契約しているという現状で，そういった

ことになっていると思いますので，ご理解願えたらと思います。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ９番議員。 

○９番（井出美智子君） それでは，もう一回７・４通知の内容について確認したい

と思います。 

 この総務省通知の７・４の通知は，１年ごとの雇用であっても，半年ごとの雇用で

あっても，機関の定める労働契約期間の周期と周期の間に短い期間の間隔を置いて休

みをとらせたとしても，必ずしも当然に継続勤務が中断されるものでないっていうこ

とを留意すべきであると指摘しております。だから，今まで臨時の人を継続して雇わ

ないように休みなさいっていうことをやっているんですが，それは休んでも継続され

ると考えなさいっていうふうに，この通知はしているわけです。１年ごとの雇用であ

っても，２年，３年，５年と，勤務の実態が継続していれば継続扱いにしなさいと明

確にしているわけです。こういうふうな７・４通知は理解されておりましたか。 

○議長（国清一治君） 野上参事。 

○参事兼企画総務課長（野上武典君） 勝名の総務課長会等ございまして，こういっ

たことについての議論もしているところでございます。そういった意味で，ある程度

の理解，知識はございましたが，勝名全体を見ておりまして，よく似たところかなと

いうことはあります。ただ，もう少し弾力的な運用をされている市町村もあるという

ふうには感じております。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ９番議員。 

○９番（井出美智子君） もう少し弾力的に運用している市町村の例を，またたまた

ま偶然板野町の例がございますが，板野町では，１年間に12日間の年休付与の規定で

あったものを労働基準法どおりに加えて，６年半で20日間，時効２年で40日間にして

おります。労働基準法は，最低の労働基準を決めたもので，これ以下のものは無効と

しておりますので，勝浦町の場合も，７・４総務省通知，それから労働基準法を下回

っている規定は速やかに直さなければならないわけですから，しかるべき改善が求め

られると思いますが，よその市町村はどうかということよりも，勝浦町はどうか。臨
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時職員がおいでにならなければ，勝浦町の役場自体の業務も回っていかないという，

この人数と仕事の内容を考えれば，労働基準法，そして７・４通知を速やかに実行す

るように要求したいと思います。町長，いかがでしょうか。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 臨時職員の年休を含めまして，労働基準法どおりにすべき

でないかというような全体的なご質問でございます。 

 この点につきましては，十分調査，私自身も理解できてないとこもございます。た

だ言えることは，臨時職員の年次休暇につきましても，おおむね労働基準法や総務省

通知に準じて運用できているという認識を持っておりまして，他の休暇も含めまし

て，周辺，特に勝名等の内容を十分調査して，必要であれば改善していかなければと

いう。ただ，板野町のすぐ例が今回特に出ておりますけども，やはり背景があるんで

はなかろうかと。ただ単に，そない40日とかという話が出てくるはずはないという認

識を持っとんで，そうした背景も調べさせていただかなければ，なかなか即答はでき

ないということでございますので，その点ご理解いただきたいと思っております。 

○議長（国清一治君） ９番議員。 

○９番（井出美智子君） 済いません。私，板野の出身なんで。 

○町長（中田丑五郎君） いやそれはかんまんけど。 

○９番（井出美智子君） ついつい資料を手に入りやすくて，どうしても実家へ帰っ

て，いろいろなるほど……。今までは，勝浦町のほうがすごく住みやすくて，施策の

面では勝浦町のほうが勝っているなっていうことがすごく多かったんですが，あれ，

最近はちょっとおくれをとっているなっていうことが多々ございまして，ぜひ実家に

帰っても，同窓会が年１回夏にありますので，勝浦はこんなにきめ細かく，いいこと

をやっているのよというふうにいつも言っておりますので，臨時職員の皆さんの処遇

改善，それから特に１年限りでなくて雇用が継続していれば，その実態に即した運用

っていうんか，適用ができるように，臨時職員の皆さんをもっともっと大事にして，

働きやすい職場にしていただきたいということをお願いして，短く質問を終わりたい

と思います。 

 町長，もう言いたいことないですか。 

○町長（中田丑五郎君） 言いたいこと言われた。 
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○９番（井出美智子君） 板野町には負けないぐらい，勝浦町はもっといい施策を頑

張りますということは，やっぱり町長の口から最後にいただきたいとは思います。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○９番（井出美智子君） さすが，議長。 

○議長（国清一治君） 最後に一言。 

○町長（中田丑五郎君） 質問になっとらんもんね，質問になっとらんもん。 

○９番（井出美智子君） じゃあ，ご要望にお応えして，臨時職員も町の職員もみん

な大事にして，すばらしい勝浦町に，先頭になって頑張るという決意をいただいて，

質問を終わりたいと思います。町長，決意をどうぞ。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 想定してない質問が出ておりまして，私が申し上げたの

は，板野の例等を捉えて，出生率でないけども，0.94と1.37のとことは背景が違いま

すよっていうことを言いたかったわけで，板野のよさを嫉妬しとうわけでもないしや

ね，勝浦は勝浦で，町民の皆様方の幸せになるようにということで一生懸命施策を講

じて，議員の皆様方にもご協力いただいて，一生懸命今後ともやってまいりたいと思

っております。どうぞご支援賜りますようにお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） 以上で９番議員井出美智子君の一般質問は終了しました。 

 議事日程の都合により休憩いたします。 

            午後２時42分 休憩 

            午後３時00分 再開 

○議長（国清一治君） それでは，休憩前に引き続いて会議を開きます。 

 10番議員大西一司君の一般質問を許可します。 

 大西一司君。 

○１０番（大西一司君） それでは，議長の許可をいただきましたので，10番，最終

バッターを務めさせていただきます。 

 通告の順に沿って質問しますが，最後でございますので，同僚議員と重複もありま

す。そこら辺ちょっと割愛するとこがあったり，逆に深堀りするとこがあったりしま

すので，的確なご答弁をお願いしたいと思います。 



- 195 - 

 それでは，まず最初の農業振興についての質問でございます。 

 我が町の基本方針，総合計画では，農業を振興し，そして交流人口をふやして，定

住を推進するというような大きな柱もございます。我が町は，まさに農業，特にみか

ん産業中心の町でもございます。農は国のもとなりという言葉もございます。大変重

要な農業振興の問題，実は２つ，みかん農家の次世代対策，それから統一段ボールの

効果，それと通告表に載っておりませんが，了解いただいております営農指導対策，

この３点について質問をさせていただきます。 

 まず最初に，後継者対策についてでございます。 

 農業問題，だんだんと荒地もずっとふえてきて，面積，それから栽培者の人口，年

齢，いろんな，出荷量も含めて，かなり推移していると思います。まず実態把握から

しなかったら取り組んでいかんと，そんなふうに思っておりますので，産業交流課長

に，まず栽培面積，それからみかん農家ですね，本町の栽培面積，それから就農者の

人口，世帯でも結構です，それからこれらの平均年齢，できたらみかんの出荷数量，

またわかりましたら，売上金額まで提示いただけたらありがたいと思います。課長，

よろしくどうぞお願いします。 

○議長（国清一治君） 海川産業交流課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 勝浦町の農業の実態はということでご質問をいただ

きました。 

 まず，勝浦町，2015年の農林業センサスのデータからご説明をさせていただきま

す。 

 農業就業人口でございますが，749名というところでございます。販売農家数につ

きましては452戸というところで，農業就業平均年齢でございますが69.1歳というと

ころでございます。それと，みかんの栽培面積につきましては248ヘクタールという

ところで，みかんの収穫量，生産量でございますが，これにつきましては，きちっと

した町単位での生産量なりっていうところが現在調査項目ができておりません。平成

18年度までが各市町村単位での収穫量ということでデータはあるんですけれども，こ

の数値につきましては，あくまで推測値というところでございまして，本年産みかん

の収穫量につきましては約4,000トンぐらいというふうに見込んでおります。 

○１０番（大西一司君） 売り上げはわかりますか。 
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○産業交流課長（海川好史君） それと，農業産出額につきまして，これにつきまし

ても，平成18年数値しか現在ございませんが，農業産出額につきましては27億

6,000万円で，果樹産出額につきましては13億1,000万円といった状況でございます。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 

○１０番（大西一司君） 今の課長のほうから農業センサスをもとに答弁いただきま

した。それで，重要なのは，この推移ですよ。５年前，10年前に比べてどのような推

移をしておるのかということなんで，前もって前の課長にも調べていただいた経緯が

ありまして，皆さん方にもちょっと知っていただきたいと思うんですが，農業人口は

749人とおっしゃられましたが，５年前には1,021人，そして農家戸数が５年前には，

５年前というか2010年農業センサスでは563戸，それから422ヘクタールで，収穫量が

18年度で4,000トンという答弁でございました。この2010年度は5,290トンという数値

が出ております。問題なのは，この栽培面積が422ヘクタールから248ヘクタール，５

年間で174ヘクタールも減っとる計算になります。販売農家数も111軒減っておりま

す，５年間でですよ。就農人口もマイナス272人。これこういう現実が今あるわけで

す。これをもとにいろいろ農業政策を展開していかないかんということでございま

す。そういう数値が出ましたので，これを頭に置いて，以降質問をさせていただきま

す。 

 まず，後継者対策の取り組み状況でございます。新規就農者数とか，いろいろこう

いった就農者支援補助金とかがあったり，それから今回私どもも総合戦略の中でアグ

リサポートセンターの立ち上げ等を提案もしておりますし，これも中に組み込んでい

ただいてもおります。それから，きょうの同僚議員の質問にもいろいろありました

が，本当に他町村にはない農業政策，補助金等を頑張って出していただいてもおりま

す。そんな中で，まず新規就農者数をちょっと課長のほうから状況を説明していただ

きたいと思います。 

○議長（国清一治君） 海川課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 新規就農者の数ということでございますが，現在国

補事業の青年就農給付金は，６名が給付対象者となっております。また，現在１名が

申請に向けて協議中です。 

 それともう一点，国の条件緩和をいたしました単独事業でございますが，新規就農
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者支援事業という制度が本年度から制度化してございまして，この制度につきまして

は１名が今申請協議中といった状況でございます。 

 以上，答弁といたします。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 

○１０番（大西一司君） そういうことでございます。 

 新規就農者っていうのは，本当に数えるぐらいしか出てない状況で，手厚い保護に

もかかわらず，こういった状況でございます。この後継者対策の取り組み状況ってい

うのは，ほかにもしこんなもんがあるというのがありましたら，ちょっとご披露願い

たいと思います，課長。 

○議長（国清一治君） 海川課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 後継者対策といたしまして，今年度みかん農家の後

継者を対象にいたしましてＧＡＰ研修を開催いたしまして，計４日間，終日５名の産

地リーダーが認定されるという見込みとなってございます。 

○１０番（大西一司君） それだけ，何かないん。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 

○１０番（大西一司君） 取り組みもぼつぼつちゅうか，やっておられるんでしょう

し，これ以外にも。現実にこういう数字を受けとめて，町長，どうですか，ちょっと

ご所見伺いたいと思うんですが，数字の実態に対して。いかがでしょう。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 農林業のセンサスということで統計数字が出ております。

こうして現実の数字を見比べてみますと，特にみかんの栽培面積にしましても，半分

近くになってるというような現実。現実には，耕作放棄地もふえとるというような現

実がございますけども，そこまでというふうな認識はなかったのが現実の話でござい

ます。こうして数字やで見ますと，非常にすごい減り方が……。５年間っていうと国

勢調査みたいなもんで，すごい減り方に驚いております。また，対応につきまして

も，先ほど課長のほうから説明しましたような研修という，若い方，農家の３代にわ

たってとかという人が後継者としてやっていただいているっていうところは大変心強

い限りでございますけども，なかなかこれだけでは数字の解消にはつながらないんで

ないかと。農業振興にはなかなか難しいなということで，新たに議員が示しておりま
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す数字のところを見て，現実何か，何かといいますか，しかるべき手を打たなければ

というような，現実そんな思いがいたしております。それが私の考え方でございま

す。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 

○１０番（大西一司君） ここに議場におられる全皆さん方，特に我々為政者にとっ

ては，こういう現実を目の前にして的確な政策，どんなんがあるんだろうか，本当に

真剣に考えていく必要があろうかと思います。新たに，そんな認識を深めたことでご

ざいます。 

 それで，さまざまな対策っていうか，農業政策を展開しておりますが，２番目の統

一段ボールについてのことの質問でございますが，これ５年ぐらいになるんですか

ね，始めてから。多分５年目だったと思うんですが，いろいろと問題もあろうかと思

いますし，段ボールの効果はどんなもんがあるかというのをまずちょっと精査してみ

たいと思っております。 

 実は，課長にも前お聞きしておりますが，段ボールの数……。これ課長のほうか

ら，先に発表してもらいましょうか。統一段ボールの５年間の数の推移をちょっと報

告をお願いします。 

○議長（国清一治君） 海川課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 統一段ボールの使用数ということでご報告をさせて

いただきます。 

 23年産みかんから始めたというところで，当初７万2,429，24年産につきましては

７万5,007ケースです。25年産が７万4,627ケースです。26年産が７万7,060ケースで

す。それで，27年産が７万4,790ケースといった状況でございます。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 

○１０番（大西一司君） この数字を見て，どう感じますか。皆さん，明らかでしょ

う。進展してない。新しい人たちが取り組んでいない。この統一段ボールの数の推移

はふえていない。私は，統一段ボールというのは，あくまでも一つの手段であって，

当然中身も予算も要りますし，それからブランド化を進めるには，やっぱり量が一番

であります。市場関係者の声も一番に数をまとめてくれというようなことでもござい

ます。市場の反応は，どういった反応であるのか，これも課長のほうからちょっと答
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弁をお願いしたいと思います。 

○議長（国清一治君） 海川課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 現在，今数字的にはそういった形での使用がされて

きておるというところで，23年から始めまして27年まで，現在28年産に向かって動い

ておるといった状況でございますが，26年までに向かいましては，多少でございます

が微増はしてきておったわけでございますが，27年産のみかんの出荷箱につきまして

は，ちょっと減ったといったところがございます。ただ，利用者につきましては，

23年産から50名を超えた状況で今推移をしてきておるといったところです。 

 統一段ボールの出荷箱につきましては，今現在タチバナ出荷組合さんとベニヅル出

荷組合さんと星谷出荷組合で約７万5,000ケースで五十数名といったところで利用さ

れておりまして，大多数が大阪市場を中心に出荷されておるといった状況です。 

 また，市場からの意見ということでございますが，市場からは，生産者ごとの箱で

はなく，統一された箱が一定期間市場に出そろうことによって，勝浦町のみかんの時

期が来たということを市場，また仲卸，小売店といった消費者へつなげるＰＲをして

いくことが重要であるというようなご意見はいただいております。 

 また，ちょっと効果，どういう効果があったかというところについてでございます

が，生産者の中には箱を変えて高く売れたと，声をかけてくれた生産者もおいでまし

たら，町といたしましては，現時点で統一段ボールを使用したから農業所得がふえた

っていったようなことは申し上げられないというふうに思っております。 

 みかんの販売単価につきましては，需要と供給のバランスはもちろんでございます

が，品質と販売量によって確立する知名度によって決まるものと思っております。量

につきましては，統一段ボールの使用率を上げることや後継者を育成することによっ

て，また質につきましては，昨日のキトサンの話もありましたが，協議会が行う糖度

や酸含率調査や，今後これから取り組みを考えております機能性表示制度を目指す取

り組みから，統一した生産工程管理によって品質向上につなげていきたいというふう

に考えております。地道な取り組みを継続することによりまして，ブランド化が進

み，効果として販売単価が向上するというふうに考えております。 

 以上，答弁といたします。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 
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○１０番（大西一司君） 課長が言われるように，これブランド化を推進するために

は，販売単価も上げるためには，量が必要です，この統一段ボールの。約4,000トン

という出荷量，これを７万4,000箱，約700トン余りですね，言うたら。これ4,000ト

ンに対して，今ちょっとぱぱっと出んのやけど，20％を割っていると。全体の生産量

の20％に至ってないと，この統一段ボール。ということは，皆さんご案内のように，

みかんの販売体系っていうのは，ＪＡが２割から３割，はっきりわからんのですが，

それぐらい，あと出荷組合，それから青果会社，それから個人出荷とあるんですが，

今課長の答弁では，出荷組合の方，約50名余りの方ということですね。そういう認識

でよろしいですね。出荷組合の一定の人だけしか，これを利用してないということで

あります。これは，このままだと，ブランド化の進展はないと私は思っております。

そのためには，ブランド化を推進するためには量が必要でございます。そのために

は，出荷組合の皆さん方全員が取り組んでいただくよう協議もする。それともう一つ

は，ＪＡを一緒になって対応していくと。両方が一緒になって出荷，この統一段ボー

ルを使用した場合に，半分以上の量が確保できるんじゃないか。そうすると，市場の

反応もよくなるし，単価も確保できるというような効果が出るんじゃないかと思いま

す。この点について，私は広く段ボールをふやすために，ＪＡ，それから出荷組合の

残りの皆さん方とまず協議をきっちりすべきだと思いますが，この点について担当課

長並びに町長にご所見をお伺いします。 

○議長（国清一治君） 海川課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 統一段ボールのシェアということですけれども，先

ほど勝浦町の生産量は4,000トンについて統一段ボールについては750トンということ

でございます。4,000トンの分母に当たる数字でございますが，箱で出荷する生産者

のほかにも，コンテナなりで出荷する生産者も当然ございますし，自家消費の量も含

まれておりますので，そこまでは低くないのかなっていうふうには，こちらとしては

捉えておりますが，いずれにいたしましても，全国生産量が80万トンといわれる生産

量の中で，勝浦町の生産量につきましては4,000トンということでございます。シェ

アにつきましては，全国的には0.5％といった，こういう小さな産地でございます。

この産地内で，今後もこういった出荷組合ごと，生産者ごとの出荷箱を使い続けてい

くことっていうのは，あり得ないのではないかっていうふうにも考えております。統
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一段ボールの使用率の向上に向けてですけれども，先日も協議会の役員とで対策会議

を実施したところでございます。今後も，会員や生産者と議論する中で，使用率の向

上に向けて，最終的にはＪＡとの協議も進めてまいりたいというふうにも考えており

ます。 

 以上，答弁といたします。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 統一段ボールにつきましては，大阪市場等に行きますと，

統一の箱で量が確保されることがやっぱり安定した販売につながるというような市場

関係者の声は聞かせていただいております。そんなことで，やはり量となりますと，

先ほど議員ご指摘いただきましたように，ＪＡとの連携っていいますか，ＪＡの出荷

も統一の箱を使ってもらうようなことにしなければ，なかなか量はまとまっていかん

のでないかというのが現実の話でございます。その中で，やはり生産者にとりまして

は，もうかる農業，みかん産業というようなことからいいますと，やはりブランド化

を図って，高値販売，特に貯蔵みかんの高値販売をしていくことが勝浦町にとりまし

てのみかん産業の今後の継続できるかどうかの大きなポイントになるんでなかろうか

という私自身は認識をいたしております。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 

○１０番（大西一司君） そういう認識も共有できましたところで，やはり特にＪＡ

との協議，ぜひとも進展できますように，具体的に進めていっていただきたいと思っ

ております。 

 それから，３つ目の営農指導員対策についてでございます。 

 今まで，産業交流課の中に指導員がおられたんですが，現在は退職されておりま

す。現在，どのような営農指導を行っているのか，課長のほうから答弁を願います。 

○議長（国清一治君） 海川課長。 

○産業交流課長（海川好史君） 本年度におきましても，営農指導員を予算化いたし

ておりますが，本年度，ご承知のとおり，営農指導員が４月から不在の状況でござい

ます。産業交流課としても，現在新たな営農指導員を，多方面へ向けて問い合わせも

含めて，探している状況には変わりはないんですけど，今後につきましては，地域お
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こし協力隊等を公募し，営農支援としての雇用を検討をしているところでございま

す。 

 また，町農業を理解をしております農業技術者を指導係として支援員の育成期間の

雇用もあわせて検討しておるといった状況でございます。 

 それと，今現在まではどうしておったのかといったご質問でございますが，今の現

在の産業交流課の職員では専門的な農業に関するお答えができていないっていったと

ころもございまして，県の農業支援センターのほうに問い合わせるなりしての対応と

なってございます。 

 以上です。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 

○１０番（大西一司君） 現在，そういう指導者がいないので，県のほうに指導を仰

ぐというふうなことで，正味県下で一番を誇る農業，特にみかんの栽培の町として

は，まことに情けない状況でございます。早く指導員，検討中ということなんで，具

体化できるように，ぜひとも早急に進めていっていただきたいと思っております。 

 時間がないので，少しスピードアップをいたします。 

 ２番の地籍調査の件でございます。 

 ほかの自治体に比べておくれておると，スピードアップを図っていただきたいとい

うことでございます。 

 地籍調査の質問については，松下議員のほうからも質問がありました。この件につ

いて，ちょっと深掘りをさせていただきたいと思っております。 

 現在までの進捗状況，答弁では15％でしたか，そういう答弁だったと思うんです

が，県のほうは何％の今の進捗状況ですか，今の全体では，県の進捗状況。 

○議長（国清一治君） 柳澤建設課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） 徳島県の進捗状況といたしましては，26年度末で33.2％

です。 

 以上です。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 

○１０番（大西一司君） 本町は平均の半分以下ということで。これは，スタートが

16年から始まっています。12年ということでございます。 
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 まず最初に，本町の事業費，それと面積，最近５年間の平均を出していただきたい

と思います，課長。 

○議長（国清一治君） 柳澤課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） 本町の計画面積は68.09平方キロメートルで，現在が

10.29平方キロメートルの現地調査を終えております。 

 事業費で言いますと，過去５年間の平均で2,600万円ほどと，平均2,600円，５年間

トータルが１億3,400万円ほどというふうなことです。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 

○１０番（大西一司君） ちょっと課長，確認します。 

 事業費で５年間の平均が2,600万円でしたね。面積で，これ10……。平均ですよ。

数字が……。 

○議長（国清一治君） 全部でな。 

○１０番（大西一司君） 面積ですよ。 

○議長（国清一治君） トータル。 

○建設課長（柳澤裕之君） トータルね。 

○１０番（大西一司君） だから……。 

○建設課長（柳澤裕之君） ああ，５年間。 

○１０番（大西一司君） 年間平均ですよ。事業費は合うとんで，2,600万円でしょ

う。面積は，予定が２平方キロでしょう，大体目標は。実際は，どうなってるんです

か。２平方キロ，予定は。 

○建設課長（柳澤裕之君） ５年間で申しますと……。 

○１０番（大西一司君） ２もいってないでしょう。 

○建設課長（柳澤裕之君） 10.29というのは，27年度末までの平成16からね。 

 ５年間というのは，大体……。 

○１０番（大西一司君） それでも，ええです12で割ったら。 

○建設課長（柳澤裕之君） 中山が7.48ですからね，６年間で。だから，大体６平方

キロメートルぐらい。 

○１０番（大西一司君） そんなにならん。 

○建設課長（柳澤裕之君） ５年間でね。 
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○１０番（大西一司君） ５年間で。５年間でということは……。 

○建設課長（柳澤裕之君） １強ぐらい。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 

○１０番（大西一司君） ５年間で６ということは，1.2ということですね。 

○建設課長（柳澤裕之君） そうやね。 

○１０番（大西一司君） そうでしょう。1.2平方しか平均動いてないということで

ございます。 

 それで，他町村っていうことでちょっと調べてみましたが，ちなみにお隣の上勝町

では５年間の平均が６平方キロ，１年に。毎年大体６平方キロこなしております。金

額にして約１億円，毎年事業費でこなしております。我が町の3.5倍ぐらいですか。

こういう状況でございます。お隣の町がこれだけ進んでおるのに，我が町がこういう

状況で，目標値を大きく下回る進捗状況，何が原因であると，課長はお思いでしょう

か。 

○議長（国清一治君） 柳澤課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） まず，勝浦町におきましては，おくれているのは，平成

16年から始めております，上勝町さんは９年から。平成９年から始めています。 

 それで，私どものおくれとう原因というか，結局１地区において１つの推進委員さ

んにお願いをいたしまして，１年間でこなせる範囲を協力しながら推進していくとい

うふうな方針で今まではやっておりました。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 

○１０番（大西一司君） 推進委員さんがこなせる範囲でやっておったという答弁で

すか，今の。そうですか。 

 原因は，それだけですか。 

○議長（国清一治君） 柳澤課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） 原因は，推進委員の組織体制もあるんですけども，やっ

ぱり職員の組織体制も管理しながら組んでいかなければならないなというふうに考え

ております。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 

○１０番（大西一司君） 推進委員さんの手間っていうのは，どないでもなるんじゃ
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ないですか，これ。例えば，今坂本がずっと，ことしからですか，やっておられま

す。ここだけを例えば２カ所，３カ所をやれって言うても，それは推進委員さん手間

等々の問題で大変だろうと思うんです。違う地区をやったら，全然問題はないでしょ

う，同時並行で。それで，問題は解消できます。あとは，今おっしゃられた事務体制

です。これは，今おっしゃられましたが，はっきり言って，それは今までで手いっぱ

いの状況で建設課はやっておられたわけですから，これ以上の増額ということは，職

員の増員なければやれないということでしょうか。 

○議長（国清一治君） 柳澤課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） ですから，まず職員体制もしかり，地元の体制もしかり

なんですけども，業務的にはやはり年度当初から計画を地元との打ち合わせもしなが

ら，実際に現地調査というのは，９月の上旬から11月の初旬まで……。 

○１０番（大西一司君） それは問題ないでしょう。 

○建設課長（柳澤裕之君） いや，するんですけども，地元についても，どんどん出

てきてもらわなんだら，役員さんずっと出てこないかんというふうなことで，かなり

負担かけます。なおかつ，我が建設課におきましては，担当者が１名兼務状態で，ま

た現地調査，この二月半ほどについては，私も含めて，職員が張りつけと，周りで張

りつけさせていただいてということでやっております。 

 議員おっしゃるように，上勝方式で何カ所も分散してするという方法論になります

と，スピードアップは図れるかなと思います。しかしながら，職員体制自身も何人か

はちょっと実務レベルとしては欲しいなというふうには思っております。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 

○１０番（大西一司君） 今，課長がおっしゃられた，よくわかりました。事務体制

さえ整えば，この面積も，それから２カ所，３カ所も可能だというような答弁であっ

たかと思っております。 

 私は，この地籍調査の進展状況についていろいろ今までにも質問をしてきました。

このことは，本町にとってメリットが非常に大きいということ，ちょっとざっと確認

だけさせていただきます。 

 公共工事の円滑化やコストの削減が，まず図られます。それと，災害等の復旧作業

が容易に進められること。それから，土地情報のシステム化で，行政に活用すること
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ができる。それから，経費負担ですが，この地籍調査というのは，国が２分の１，そ

して県が４分の１，町も４分の１の負担でありますが，市町村の負担分は，80％は特

別交付税で賄われております。結局，地元負担っていうことになれば，５％で済むと

いうようなことでもございます。また，土地の所有者にとってのメリットも大きくご

ざいます。土地の境界が永久的に保存されるので，将来の境界紛争を予防することが

できる。登記簿の記載事項の表示変更ができる。それから，土地の売買等に伴い，分

筆等をする必要が生じたとき，分筆の測量をする必要がないので，経費が……。ごめ

んなさい。分筆は要るんです。分筆のときに測量する必要が……。分筆じゃない。全

筆の測量をする必要がなくなるということで，経費がかなり節減できるということで

あります。こんなメリットがあり，このことは，ひいては，町長，勝浦の，このまま

ほっておくと，活性化ができるのに，土地の売買等が制約されて事業が前へ進まんと

いうふうなことも起こり得るし，町の発展を阻害することにもつながると思っており

ます。ぜひこういったメリットがある事業であります。ほかの市町村に比べて非常に

おくれている。町が発展するためにも，この事業はまさに今までの分を取り返すと，

それぐらいに勢いで推進していただく必要があろうかと思います。デメリットは全然

ないと思っております。ただ問題は，課長がおっしゃられた事務体制っていうのが，

やはり今までの人員では十分対応できない。上勝並みといかんでも，今までの倍ぐら

い，２地区で進めるには職員の増員も必要でないかというふうなことでございます。

このことは，町長，大きな観点に立って，ぜひとも取り組んでいただきたいと思って

おります。非常に重要なことであろうと思いますので，今まで私も何回も質問してき

ましたけども，事ここに至っては，ほかの行革などで厳しい状況はわかっております

が，これだけのメリットを，町の発展のためということで，生かさなんではないと思

っております。ぜひとも町長のご英断をお願いしたいと思います。答弁をどうぞお願

いします。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 地籍調査につきましては，東日本大震災におきましても，

土地の境界等の明確化がなかなかできないというようなことでございまして，その必

要性，重要性ちゅうんが非常に言われたときでもございます。 

 今，勝浦町におきましても，土地所有者の高齢化が進んでおりますし，また山林に
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おきましては不在村地主等も大変ふえておりまして，いよいよ境界が明確に判定でき

ないというような事態になっておりまして，急ぐというようなことで認識は十分して

おるところでもございます。地籍調査の取り組み状況を十分検討していかなんだら…

…。上勝の話は，測量会社という，ああいうやり方も一つの方法だったんかなという

ウインズをつくって，積極的にやり出したというふうな１つの成功事例かなと思った

りもするんですけども，勝浦の場合は，その点からしますと，大変おくれてるという

認識があるわけでございます。体制づくりから始まりまして，少しでも事業が進捗し

ますように取り組んでまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 

○１０番（大西一司君） 町長から，体制づくりに取り組むというふうな力強い答弁

いただきました。できましたら，来年度の予算からこれは増額していただいて，今の

2,600万円の倍以上の予算化をどうかお願いして，そして２カ所で同時並行して進め

ていただきたいと，そんなふうに思っております。事務体制ができたら，あとの問題

は全部クリアできると，そんなふうにもちろん思っておりますので，ぜひとも町の発

展にも影響があるということで，このことを強く要望し，今力強い答弁いただきまし

たので，間違いないとは思うんですが，ぜひ新年度予算から増額をお願いしたいと思

っております。 

 それでは，続いて３番目の勝浦川堆積土砂についてでございます。 

 この件について，皆さん方にちょっと案内図と写真掲載したやつをお配りしてござ

いますので，どうぞちょっとごらんください。 

 生名谷川吐き出し口，早急に対応が必要でございます。これまでにも，私も何回も

質問してきました，大きな課題でございます。 

 生名谷川では，大雨が降りますと，下流付近の道路はもちろん，田畑は完全に冠水

しておりまして，住民の生活に大きな影響を与えております。その災害の大きな要因

として，吐き出し口の土砂の堆積があります。 

 地図をごらんください，皆さん，地図を。 

 これは，実は我が生名が誇る，元参事が，ちゃんと測量計ではかった数値でござい

まして，間違いございません。いろいろ地元で苦労しとんです。 
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 Ａ地点は，わかりますか，生名谷川の吐き出し口の，前に質問したとき，課長から

越流堤という名前で呼ばれました。ここが，高さが27.2になっております。ここを仮

にゼロといたします。それで，Ｂ地点は，対岸の堤防の中のもう一丁の堤防でござい

ます，生名谷川にかかる堤防。これは，高さが同じです。問題は，上のＣ地点，ここ

が堆積土砂の高さでございます。Ａ地点の堤防の高さと比べますと，わずか１メート

ルしか高さの高低差がないということでございます。ちなみに，Ｄのこれは星谷の運

動公園の道路でございます。運動公園の高さはこれよりちょっと高いんですが，道路

はちょっと低いです。これとの，Ａ地点との高低差が，わずか0.4，40センチという

ことでございます。 

 それで，問題は，このＣ地点の堆積土砂が堤防と１メートルしか差がないというこ

とで，ここまで実は堆積土砂は積もり積もっております。おまけに，高さだけでなし

に，広範囲にわたっておりますので，この幅が広くて，勝浦川の本流の流れの幅が非

常に狭くなっております。それで，どういった現象が起こるかというと，写真をごら

んください。２番目の②，右上に，これが通常の写真でございます。左側が生名谷川

からの吐き出し口でございます。左側の堤防はＡ地点です。右側が，勝浦川と生名谷

川の合流地点，下流から見ております。 

 その３番目，次の３番目の図，これが，ことし９月20日の16号台風で起きた水量の

状況でございます。左側は生名谷川，右側の建物はエム・ケイ産業でございます。大

体，場所わかると思います。右側は，前方が生名谷川と勝浦川の合流地点でありま

す。生名谷川の下流より見ております。 

 ４番目，めくってください。これも，通常の状況でございます。左上が，合流地点

より下流，黒岩方面を見ております。それから，右側は合流地点から上流，星谷橋を

見ております。その下，合流地点付近の堆積土砂の状況でございます。 

 ５番目，めくってください。これが，やはり16号台風の影響のときの写真でござい

ます。左上は，中角の山川より星谷橋方面を望んでおります。右側は，生名の山側よ

り星谷橋方面を見ております。下の長い写真は，手前，生名谷川と前方，勝浦川の合

流地点でございます。 

 こういうふうな状況に，大雨が降ると，すぐこういう状況になります。恒久的にっ

ていうか，いつもこういう状況が続いております。前段申し上げましたように，道路
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網はすぐに冠水したり，田畑はすぐ冠水して，田圃以外は何も作物つくれません。そ

んな状況でもございます。私は，最初にこのことを完璧にクリアするには排水ポンプ

しかないというようなことも申し上げましたけども，このことについては非常に建設

費も高くついて，実現にはまだまだ時間がかかるだろうというようなことで，とりあ

えずこの吐き出し口の土砂を取り除いていただきたい。そうすることによって，生名

谷川の流れもある程度はスムーズに，多少は是正できるだろうと，そういうふうなこ

とで，この堆積土砂の除去をお願いするものでございます。 

 今，後ろに傍聴席に生名の役員さん来ておられます。こういった問題にでも，実は

先般生名区を挙げて，町長のほうに堆積土砂について要望書を提出しております。こ

の件については，岡本県議にも，さきの県議会でも質問されておりますし，県当局と

いたしましても，十分に認識をしているところでもございます。生名谷川のバックウ

オーター現象の抜本的な解消，なかなか大変だろうとは思うんですが，とりあえずこ

の堆積土砂を除去するということで，流れをスムーズにして，被害を少なくするとい

うようなことの対応をぜひとも早急にとっていただきたいということでございます。 

 こういうことを含めて，課長，それから町長にも，ご両人のご所見，答弁をお願い

したいと思います。 

○議長（国清一治君） 柳澤課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） 議員おっしゃる，このことにつきましては，さきの県議

会におきまして，岡本県議が勝浦川に堆積した土砂への対策をどのように進めるのか

との問いに対しまして，県土整備局の答えは，他の公共事業との連携の可能性を見き

わめながら，治水上，緊急性が高いと認められる箇所から順次必要な対応を行ってま

いりたいとの回答がございました。町といたしましては，県と協議していこうと考え

ております。 

 また，このたび地元の区長さんを初めとする方々から，11月11日に勝浦川河川内の

堆積土砂除去についてということで要望書が提出されました。その内容を十分熟知し

ながら，それを踏まえて，11月16日に東部県土整備局徳島庁舎の局長に要望書の説明

を，副町長とともに，いたしました。今後は，県との協議の機会を捉えながら，日程

の調整をしたいと考えております。 

 以上です。 
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○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） ただいま課長のほうから，ほぼ説明をいたしましたところ

でもございます。要望書をいただいておりますし，先ほど来の説明もございますよう

に，県議会の質問でも岡本県議のほうから堆積土砂のほうと生名谷川の合流点という

ところまで具体的に部長の答弁をいただいておりますので，そこまで行きますと，地

元の方々とともども，実情をやはりつぶさに説明していただきたいというようなこと

で，町当局も当然行きますけども，地元の方に行っていただいて，道の駅周辺の勝浦

町にとりましても非常に重要な，勝浦町全体が重要なとこなんでございますけれど

も，特に町の中心でもありますし，冠水によりまして，交通の麻痺も起こったんでは

困りますので，そんな点も十分に説明をさせていただきまして，しかるべき対応を早

急にとっていただけますように，私どもも一生懸命取り組んでまいりたいと思ってお

りますので，地元の方々にもご支援賜りますようにお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 

○１０番（大西一司君） 取り組んでいただくという明確な答弁をこれまたいただき

まして，町長，副町長先頭に，要望を県にしていくということでございました。当

然，地元生名も区を挙げてのことでもございますので，できることは何でも協力して

いきたいと，こんなふうに思っております。どうかよろしくお願いしたいと思ってお

ります。 

 それから続きまして，４番目の活性化センターのことでございます。 

 この質問については，篰議員のほうから，いろいろ細かくというか，詳細にわたっ

ての質問がありました。私のほうからは，地元ということでございますので，余り具

体的にけしかけるというわけにもいかんのですが，これだけは申し上げておきたいと

思っております。 

 後ろにも役員さん，それからロマンの会の会長さんら，それから顧問の戸川さんも

来ておいでです。地元につくる以上，生名は，ロマンの会，両方とも区を挙げて，そ

れからロマンの会全員挙げて，この取り組みに対して協力をしていきたいというよう

な強い決意も持っておりますし，また議論がありまして，進みぐあい，あるいは計画

性に不安はあるのは実際事実だろうと思っておりますが，しかしやっぱり交流人口を
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ふやしたり，観光，それから定着人口を進めていく上でも，この取り組みもぜひとも

前進させて実りのあるものにしない限り，勝浦町の発展はないと地元も思っておりま

すし，私どもは，生名は，自分のとこだけようしてやという，羨望のまなざしで見ら

れるとこもひょっとしたらあるかもわかりませんが，基本的な考えは，あそこが発展

することが勝浦町の発展につながるという強い決意で進めておりますし，いろんな事

案についても，それぞれできるだけ町に迷惑かけんように地元でちゃんと処理をし

て，どうぞ予算つけてくれたら，全部何もかもできますよというとこまで生名はやっ

ております。そういうことも十分ご理解いただきまして，ぜひとも不安があります

が，これが不信感にならんように，きちっとした体制を整えて進めていっていただき

たいと，そんなふうにも思っております。特に，私も，特別委員会で委員長をしてい

る限り，余り極端なことは言っておりませんが，中でも若者の意見を大事にしてく

れ，そして若者が活躍できるような場面を我々が提供するのが我々の役目だというふ

うなことを申し上げてきました。ここに，勝浦町まちおこし協力案っていうのを私に

いただいております。これも，20代，30代の若者が，町のために何ができるかってい

うことを相談しているグループでございます。この子たち，子たちって言ったらいか

んのやけど，若い人たちは，真に町の発展を憂えておりまして，心底取り組んでおり

ます。ちょっと例を挙げてみますと，我々にはない発想がございます。鶴林寺を活用

して，ちょっと我々にはわからんような用語も，トレールランニングとかボルダリン

グとか，それとか，こんなことをやったらいいとか，あるいは坂本地区を写真撮影の

ロケ地にするっていうような提案などもいただいております。コスプレーヤーという

のは，今や全国で36万人もおるんですね，県内では1,600人もおるというようなこと

で。今や少なくなってきた自然環境をバックにしての撮影に興味を持つコスプレーヤ

ー，これが非常に多いということで，我々にはちょっとわからんのですが，そういう

提案もいただきました。また，アウトドアの町にするとか，つりとか，パラグライダ

ー，登山，トレラン，ＭＴＢ，ちょっとわからんです，モトクロス，クロカン，サバ

イバルゲーム等々，いろんなことを提案もされております。こういうなんがいいか悪

いかは別にして，真に若い人たちが町を心配してる，こういう……。あかんねやね，

こんなこと，わし。若い衆の気持ちっていうのは，町の発展のいわゆる礎に必ずなる

はずであります。こういったことを取り上げていただきたい。活性化協会っていうの
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があるんですが，ここにこういう若者のグループを一緒に，ともどもにやっていける

ような体制というか，そういうなんもできないかなと思っておりまして，こういうこ

とも十分考慮に入れていただきたいと思っております。この件については，どうです

か。町長，ちょっとご所見いただけますか。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 若い人の意見を聞くと，意見っていいますか，発想です

か。発想の転換もありますけども，発想を聞いて，従来の既設の枠組みを取っ払うと

いうようなことも非常に大事なことだと思っております。きょう，質問に答えたとき

にも言いましたけども，やはりにぎわいのあるような町，施設にしていきたい。活性

化センターを多くの方々が来やすく立ち寄って，いろんな人が来て，勝浦のよさ，ま

たすばらしさを体験していただいて，町内外にそれを発信していくというようなこと

で，非常に重要な位置づけになっていただきたいというようなことで，皆様方の，若

い人から始まって，いろんな方の知恵をかりて，町の中心でございます道の駅を19年

に決断してから，あそこに町の産業，文化の中心地となって，にぎわいを見せており

ます。それにプラスして，人形文化交流館があり，また活性化センターをすることに

よって，さらに周辺の桜祭り，鶴林寺に向けて，いろんなところで相乗効果が出ます

ように取り組んでまいりたいと思っておりますので，どうか支援していただきまし

て，応援してください。ありがとうございました。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 

○１０番（大西一司君） 私の政治の人生の中において，若い衆を育てるっていうの

を本当に大事にしておりまして，若い人と飲むのも大好きですし，夢をかなえてあげ

る……。かなえてあげるっちゅうことできんのですが，補佐的な役割なんかをできる

限り取り組んでいっております。せんだっても，実は少年野球連盟から案内状をいた

だきまして，ご案内のように23回目でしたか，勝浦みかん大会が12月４日でしたか，

開催されます。51チーム来ます。これ，保護者も合わせると，恐らく3,000人余って

の人数になると思います。こういったことを利用せん手はないって今も思っておりま

す。そんなんから，もちろんバレーボール，少女バレーもあります。それから，専門

学校の学園祭等もあったり，いろんなイベントなんかもパッケージで考えて，交流人

口をふやすというような考え方もひとつ研究していただきたいと，そんなふうに思っ
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ております。 

 しかし実は，これちょっと余談になるんですが，沼江バイパスで，もし残土があそ

こに整地できて，多目的広場なんかができれば，少年野球の会場がどうしても６つ，

７つ要るんです。本町では，中学校と，あと両小学校しか使えません。そういうこと

で，もしできれば，勝高なんかも利用できたらなと。それから，多目的広場ができ

て，災害の避難場所になったり，また運動場になって，そういう野球小僧が走り回れ

るような，そんな場になったらほんまにええなって思っておりました。まだ，諦めて

ないということで，引き続きそういうなんも頑張っていただきたいと思っております

が，いろんな意味で，こういうイベントもいろいろ精査して，いっぱいあると思いま

す，町内で今やっていること。そんなんを最後申し上げますが，一つのパッケージと

して，半日でもとどまっていただいて，勝浦町に買い物もしていただけるとか，そう

いうような状況になったら発展の一助にもなるんじゃないかと，そんなふうに思って

おります。 

 それでは，議長，わし，何時までで。 

○議長（国清一治君） いけますよ。 

○１０番（大西一司君） 30分まで。 

○議長（国清一治君） まだ，十分ありますので。 

○１０番（大西一司君） それでは，５番目の恐竜化石が発見されまして，このこと

について，やはり今までもいろんな，このことに関してイベントとか，特に恐竜ツア

ー，井戸端塾さん中心にやっておられたり，取り組みはあると思うんですが，いかん

せん，大発見，世界的なことのように思うんですが，珍しい発見であるのに，余りに

も発信力がないちゅうか，薄いっちゅうか，少ないというか。県立博物館は発掘調査

を検討しているということで，予備調査を予定すると言っておられますが，こういう

アイテムは，まあそうそうあるもんでないと。これを本当に利用せん手はないと私は

思っておるんですが，町長のご認識はいかがでしょうか。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 恐竜の化石が本年７月に発見をされまして，そして22年ぶ

りに，平成６年ですか，イグアノドンの歯の化石が続いての発見で，２回も出るって

いうのは非常に珍しいといいますか，めったにないことだと思っておりまして，私も
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新聞のインタビューで，これが８月ですか，公表になったときの明くる日だったと思

うんですけども，交流人口の増加につなげるために何かを考えていきたいというよう

なこと言って，いろんな考え方がないかというような地域活性化策の検討を進めると

いうようなことでございましたけども，なかなか進んでいないのが現実でございまし

て。ご承知のように，化石ですから，余り発見場所を公表できないということがある

んです，今はまだ場所特定もできないし，所有者のこともありますんで。 

 一番すごいんが，福井の県立の恐竜博物館のパンフレットがありますけど，こうし

たとこだったら，見てみますと，体験的に化石の発掘の体験広場とか，観察広場と

か，展示場にしてもかなり広いスペースを割いて，すごい数の方々が見学に来ている

というようなことでございます。なかなかここまでは難しいかなと思うんですけど

も，何かそういう恐竜の化石の発見によって町の交流人口をふやせるような活性化策

をぜひとも実現していきたいなと。具体的な策は今のところないのが現実でございま

して，レプリカとか，子供に展示するぐらいの話かなと，今のところは，そのぐらい

しかないのが現実でございます。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 

○１０番（大西一司君） 町長の認識も，取り組んだら何か成果が出るだろうと言う

んですけど，事が大きいんで，なかなかそれは大変かもわかりませんけども，取り組

みによっては，本町活性化の大きなポテンシャルを秘めているというふうにも感じて

おります。これ，教育長，どうですか，教育長の見解は。ちょっと振りますが，何か

利用する手は考えてやるべきだと思うんですが，どうですか。 

○議長（国清一治君） 椎野教育長。 

○教育長（椎野和幸君） 今，町長のほうからご案内をさせていただいたとおりであ

ります。ことしの７月に22年ぶりに新たな恐竜の化石が出てきたということで，観光

であったり，それから交流人口の拡大といったところに町の活性化と言えば向かって

いきたいなという思いは同じであります。ただ，それにつきましては，教育委員会じ

ゃあなくして，町長部局のほうで担当課がございますから，そちらのほうでそれなり

の働きをしてくれるものと期待をしておるところであります。 

 教育委員会としましては，あの報道発表の解禁を受けて，その後すぐ中学校の校長
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のほうに事の大きさを説明をして，子供たちの授業の中で，地学の授業であったり，

また理科の授業であったりといったところに必ず教材として使って，教育として生か

してほしいということを既にお願いしたところでございます。新たなアイデアはまだ

出ておりませんが，とりあえずは，この件につきましては，学校に既に通知を出して

おるところでございます。 

 以上です。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 

○１０番（大西一司君） 町長も教育長も，前向きな発言したいんでしょうが，なか

なか実現っていうのは難しいかなというのが感想であったように，私は受けとんです

が……。 

○町長（中田丑五郎君） 縫いぐるみとかつくったら。 

○１０番（大西一司君） そんな。縫いぐるみみたいのでは。 

 そんなんではだめです。やっぱりもっと大々的にやっていかんと，効果は出ませ

ん。 

 そういうことで，しかし何かを，それこそ再度申し上げますが，大きな夢を秘めた

アイテムなんで利用せん手はないと思っております。十分に協議していただきたい，

検討していただきたいと思っております。 

 それでは，最後の６番目の県道改良工事進捗状況についてでございます。 

 これは，やっぱり町の発展というのは，町長の認識，私ども同じでございます。ど

うしても，県道改良というのは一番大きな発展の鍵を握る要因であると思いますし，

住環境の整備とあわせて，本当にどんどん進めていかないかん問題であると思ってお

ります。３つの県道についての質問をしていきますが，地元議員，それから質問も若

干あったようでございます。ちょっと割愛しながら進めていきますが，まず新浜勝浦

線星谷地区，ちょうど議長のお膝元であるんですが，かなりおくれております。どの

ような進捗状況なのか，ちょっと課長のほうからお伺いしておきたいと思います。 

○議長（国清一治君） 柳澤課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） 県道の212号線，新浜勝浦線の星谷工区につきまして

は，位置は沖成さん宅前付近から，星谷の四辻の岡さん宅付近までの600メーター間

を計画延長としております。 
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 それで，平成28年度におきましては，測量と設計業務を発注しております。それ

で，29年度の予定といたしましては，用地測量業務を発注し，土地所有者の協力のも

と，境界立会をしたいと聞いております。 

 以上です。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 

○１０番（大西一司君） 29年度の境界立会からと。ちょっと遅うないですかね，進

捗。今までも，これ何年もおくれている中で，これは議長がここにおったら，どんど

ん言うと思うんやけど，ちょっとかわって言いますが。 

○議長（国清一治君） そのとおり。 

○１０番（大西一司君） おくれてる要因は何ですか，課長。 

○議長（国清一治君） 柳澤課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） おくれてる要因は何なのかということなんですけども，

やはり事業費になると思います。やはり測量設計をして，あとは用地測量ということ

で，結局委託費なので，お金の問題かなというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 

○１０番（大西一司君） お金の問題ということは，優先順位のことにもつながると

思うんですが，新浜勝浦線，徳島上那賀線に比べて若干ちょっと軽く見られてるんで

はないかなというような気はせんでもないんですが，重点地域っていう，その印象を

深めるためにも，もっともっと町のほうから県のほうに申し込んでいくべきでないん

かと思うんですか，どうですか，この観点。町長に，これお伺いします。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） このことにつきましては，今回担当のほうからも聞きまし

て，これではとても満足，満足といいますか，十分でないなという話を聞きまして，

私もそういうように申し上げたところでもございますので，お金の話も含めて，再度

県に行って……。というのは，中山工区で事業を予算をつけてもらって，頑張ってあ

そこを終わらせて，星谷のほうに向いていくというような約束をして，それができま

したので，それでとまったんでは何もなりませんので，予算面含めて，再度このこと

につきましても，お金であれば，どうにか予算つけてもらって，少しでも槌の音が聞
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こえるような事業せなんだら，ただ用地の測量だけではだめだよというような話を担

当課長にも言ったところでもございます。その点につきましては，県のほうにも行っ

て，地元の考え方，また議会の考え方等につきましても，十分説明をしてまいりたい

と思っております。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 

○１０番（大西一司君） 今の答弁で，議長，よろしいんでしょうか。 

○議長（国清一治君） ありがとうございます。質問してくれたんで。 

○１０番（大西一司君） そういうことで，ぜひもっともっと気合い入れて，推進を

図っていただきたいと思っております。 

 副町長も，もうすぐ出番がありますので。 

 一番，それから徳島上那賀線のことで２つ，生比奈小学校の東側の通学路の，それ

から棚野地区ということでございますが，何回も何回も私も申し上げておりますが，

町長の認識は，一番大事なこの棚野で，優先順位は一番だと，ここの改良がというこ

とを町長のほうから何回も伺っております。実際には，そんなに予期せんというか，

申し込みもそんなにしてない，小学校の東のほうが早くも予算化されておるっていう

ような状況で，これ何かあるんかなっていう，やっぱりうがった見方する人はあると

思うんですが，現在どのような状況なのか，これ副町長も含めてですが，どのような

状況なんか，課長。ほんなら，課長のほうから，ちょっと説明してください。 

○議長（国清一治君） 柳澤課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） 棚野と中角の両方でええですか。 

○１０番（大西一司君） はい。 

○建設課長（柳澤裕之君） まず，棚野につきましては，県の16号線の棚野工区でご

ざいます。場所については，徳銀から旧の相原スタンド付近までということで，勝浦

町としても毎年のことながら要望活動を続けており，工区づけの要望を続けておりま

すが，工区づけには至っておりません。今後は，地元からの改善要望をいただきなが

ら，ともに要望していきたいと考えております。 

 続きまして，中角工区でございます。 

 生小の東の通学路ということで，場所は，生比奈小学校の信号のところから徳島側
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へ行って，駐在所のところまででございます。計画延長が500メーター。現在では，

測量設計，境界立会が今年度に終わりました。このたび，計画区間の中央部の用地交

渉を実施したところ，関係者の方々のご理解とご協力をいただき進んでおります。今

後の事業を進めていく場所といたしましては，この区間内の町道タッチの部分をお願

いしております。工事については，今年度中央部の用地買収が完了した部分について

発注する予定と聞いております。 

 以上です。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 

○１０番（大西一司君） やっぱり，逆に小学校東のほうが，既に用地，それから予

算化もされておって，着々と進んでいる状況。これはこれでええんですが，なぜ棚野

地区が進まないんか，何なんですか，これ進まないっていう原因は。町長，副町長，

課長も含めて，これだけ皆さんが認識一つにしとるのに。今の地元の要望っておっし

ゃられた，同僚議員のときもそんなふうな答弁があったかと思うんですが，これ要望

があったら，その要望に沿っていけるんですか，どんなんですか，それ。そんな状況

でないと思うんですが，私ら，ちょっとはたから見ても。 

○議長（国清一治君） 柳澤課長。 

○建設課長（柳澤裕之君） この中角の県営工事に関しましては，自歩道の自動車と

歩道の整備でございます。それで，自歩道につきましては……。 

○１０番（大西一司君） そんな話はええんやけどな。 

○建設課長（柳澤裕之君） 過去にさかのぼりますと，交通事故，いわゆる歩行者に

対する交通事故，特に小学生が通学をしようところに車が突っ込んだりしたときに，

死傷者が出たりしました。それで，国は，これではいけないから通学路点検をしなさ

いよということで，ちょっと記憶では，20年代前半だったと思いますけども，そのと

きに教育委員会なり，勝浦町役場，建設課なり，それから警察云々ということで通学

路点検をさせていただいたときに，あの中角工区の中央部について大分危険ななと

か，それから棚野の部分も危険ななとか，それから記憶に新しいのは，旧病院前の与

川内のあたりが落石があって，通学するには危ないなとかというふうなんで，いろい

ろピックアップされて，この中で，次中角工区を平成21年にしながら，小学校の西の

ほうをしながら，東のほうにも移っていった……。 
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○議長（国清一治君） 課長，簡潔に言ってください。 

○建設課長（柳澤裕之君） というふうな経過がございます。そういうふうに聞いて

おります。 

 以上です。 

○議長（国清一治君） 棚野よ，棚野がおくれとる理由で。生比奈のことと違うけ

ん，棚野のことを聞いとんや。棚野のが何でおくれとうかっていう質問。 

 柳澤課長，生比奈のこと聞いとれへん。 

 藪下副町長，答えられますか。 

 藪下副町長。 

○副町長（藪下武史君） 十分なお答えができるかわかりませんが，私の思うところ

を答えさせていただきたいと思います。 

 棚野工区につきましては，若あゆ会議ときに，篰議員からご質問いただきまして，

私自身も，今ちょっと出ておりました生比奈小学校の今の改良と並行してでも実施し

てできるような形で県のほうに要望していきたいというふうなお答えさせていただい

たと思います。実際，その前にも，町長ともども県の整備局瀬尾局長のほうにも，町

を挙げて出向きまして，お願いをしてきたところでございます。そういった正式な部

分も含めて，非公式な部分も含めて，お会いするたびにいろいろお願いしているとこ

ろでございます。 

 ここらにつきましては，またどのような形で実施するか，地元地権者の方々もおい

でますし，地元のほうでどういった形の改良もしくは新設，いろんな方法はあると思

いますが，こういったところを精通する地元の方々のご要望，そういったものをまず

お聞きして計画を立てていくというようなことになろうかと思います。私も，正直，

詳しい事業の実施について熟知しているわけではございませんけれども，こういった

ところのベースになってくると思います。それによって，県としてもどういった事業

で採択していくのか，今後の進め方というのが変わってくると思いますので，そうい

ったところもお聞かせいただきながら進めていくのかなと思っておりますので，まず

はそういった意味での柳澤課長からの地元のご要望をというようなお話をさせていた

だいたと認識しております。 

 以上でございます。 



- 220 - 

○議長（国清一治君） 中田町長，３者の考えをっていう質問。 

○１０番（大西一司君） お願いします。 

○議長（国清一治君） まとめてください。 

○町長（中田丑五郎君） この棚野工区につきましては，過去いろんないきさつがご

ざいまして，地元の方と役場において，美馬議員もたしかおりまして，過去のいろん

ないきさつを一遍きちっと共通認識を持って，話し合いの場を持とうというふうなこ

とで，１回持ったことがございまして，いろいろ過去の話も出まして。結局，コース

っていいますか，南側を広げていくとか，北側を広げるとか，またバイパス的な道を

つくるとか，そういうふうな話が出ては，地元の方々ともども共通認識でやっていく

ことがなかなか難しいと。普通，道路なんかができる場合には，一つの要望を出す母

体ができますわね。例えば，何やら棚野期成同盟会みたいな，一つの団体ができるん

ですけども，なかなかはっきり申し上げまして，そういうもんもできにいくいといい

ますか，できんわけではないんでしょうけども，できにくい。誰がどうすればと，県

道でございますので，町がというような話には一気にならないと。少し話がくどくな

っておるかもわかりませんけど，そんなこともありまして，なかなか具体策が示せな

いのが現状でございます。答弁，なかなかすっきりした答弁ができないっていうよう

なところのもどかしさはあるわけでございます。 

 以上でございます。 

○議長（国清一治君） ちょっと大事なところなんで，申し合わせ時間をあらかじめ

延長しますので，よろしく。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 

○１０番（大西一司君） 答弁，３人さんからいただいたんですが，今までの答弁の

繰り返しみたように思います。どうやってやったら一歩一歩前へ進められるんか，地

元だって，それは協力体制，皆関係議員，何でもそらやると思うんです。その手順っ

ていうのが，どうやったら進んでいくんか，このことを示して町がしていってくれな

んだら，前へ進まんと思います。地元から盛り上げてくれって。それは，盛り上げる

んはできるだろうと思うんですが，はっきり前へ進むには，どんなことをちゃんちゃ

んとやってくれと。それと，県のほうが県のほうがって言うても，県は地元ちゅう

か，町がある程度の方針示してくれっていうようなことで，やっぱりついたりついた
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りの状況が続いているような，何ぼにも，らちが明かんような，ずっと堂々めぐり

で，これ来ております。今もそんな状況と，私，今認識しました。この辺を打開せん

と，状況はどうにも前へ進まんというようなことであります。 

 課長，それこそ腹蔵なしに，これどんなことがネックになって，そしてどんな手順

をまず踏んでいたら前へ進むんか，あなた専門家で，今までもやってきとんで，腹を

割ってちょっと答弁してください。 

○議長（国清一治君） 場合によったら，小休でも結構ですよ。 

 小休します。 

            午後４時30分 休憩 

            午後４時35分 再開 

○議長（国清一治君） 再開します。 

 10番議員。 

○１０番（大西一司君） どっちにしたって，勝浦町の一番重要なポイントの場所で

あります。地元の要請っていうことも言うておられますが，今のお話にもあったよう

に，やっぱりそこを通る人が一番危険。地元だけの問題でなしに，全体の問題という

ふうに捉えて，そしてどんな方法が一番この道路改良に取りかかれるんなということ

を本当にみんなで考えて，ひとつこれ以上のぐだぐだ言う余裕はないと思います。ど

うか必ず来年度は予算つける，それぐらいの気持ちで協議を進めていってほしい。リ

ーダーシップを発揮してほしい，町長には。町が進めなんだら，これは県のほうを待

ちよっても進まんと思います。町が主体的に取り組む，その意気込みを関係者と十分

協議して，一歩一歩進んでほしい，確実に。 

 町長，最後のご所見を。 

○議長（国清一治君） 中田町長。 

○町長（中田丑五郎君） 先ほど来申し上げておりますように，私，地元と言ったの

は，町がこう行こうと言うたときに，やっぱり地元の人にも支援していただかなんだ

ら用地の問題もございますので，それが大きな決め手にもなりますので，そうした一

致して，共通の認識でやっぱり取り組んでいかなんだら，なかなかこの道路，私にと

っては，唯一改良ができてない，徳島からですよ，徳島上那賀線，坂本までの間に最

もできてないのが棚野工区です。あとは，徳島市で１カ所を残すぐらいの話になって
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おります。これも，長年にわたっての要望活動をした結果だろうと思っております。

こんなことで，私にとっては，最重要な改良の区間でございますので，その考え方に

変わりはございませんので，一生懸命事業に向かって取り組んでまいりますので，い

ろいろお知恵もかりながら，より早くできる方法を見つけたいと思っております。よ

ろしくお願いを申し上げます。ありがとうございました。 

○議長（国清一治君） 10番議員。 

○１０番（大西一司君） それでは，最後のまとめとしたいと思いますが，今おっし

ゃられた言葉，言葉だけでなしに，本当に実際に取り組んでいってほしいと思ってお

ります。待ったなしの状況，町の発展は道路網の整備にあると第一義に考えておられ

る町長，どうか町が主体となって県にきちっと要望して，この事案を前進させていた

だきたい，そのように思います。 

 最後の沼江バイパスの件については，例の土捨て場のことで減額補正がありました

が，これをまだ諦めんと，続けて頑張っていくというようなことでもございましたん

で，この件については，時間もございませんので，割愛させていただきたいと思いま

す。 

 これで，全ての質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（国清一治君） 以上で10番議員大西一司君の一般質問は終了いたしました。 

 以上で本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 なお，次回は明後日11月24日９時30分から再開をいたします。 

            午後４時40分 散会 

 


